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年 月 市民 市・市議会

２７年度 　９月 市民意識調査

２８年度 　４月 総合計画策定協議会公募委員募集

　５月 第１回山口市総合計画策定本部会議(２３日)

　６月 第１回山口市総合計画策定協議会(３日) 平成２８年山口市議会第２回定例会

いっしょに創る未来懇話会(１回)

　７月 いっしょに創る未来懇話会(１回)

　８月 いっしょに創る未来懇話会（２回） プロジェクト策定委員会キックオフ会議(１０日)

第２回山口市総合計画策定協議会(１９日) 第２回山口市総合計画策定本部会議(８日)

　９月 いっしょに創る未来懇話会（８回） 平成２８年山口市議会第４回定例会

１０月 いっしょに創る未来懇話会（４回） 第３回山口市総合計画策定本部会議（３１日)

１１月 第３回山口市総合計画策定協議会(１０日)

いっしょに創る未来懇話会（２回） プロジェクト策定委員会計画班情報交換会（２２日)

１２月 いっしょに創る未来懇話会(７回) 平成２８年山口市議会第６回定例会

　１月 いっしょに創る未来懇話会(５回)

　２月 第４回山口市総合計画策定協議会(１６日) 第４回山口市総合計画策定本部会議(６日)

いっしょに創る未来懇話会(６回) 平成２９年山口市議会第１回定例会

　３月 いっしょに創る未来懇話会(４回) プロジェクト策定委員会中間報告(１３日)

２９年度 　５月 第５回山口市総合計画策定協議会(２６日) 第５回山口市総合計画策定本部会議(２２日)

２．策定経緯 
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３．総合計画策定協議会でのご意見＜抜粋＞

１） 山口市総合計画における施策別の振り返りと検討の方向性

（１）健康福祉分野

・保育士不足の中ではあるが、人材確保といった量的拡充に加え、人材

育成などの保育士の質についても取組みを検討されること。

・山口県全体の健康診断等の検診率が全国的にみても大変低い水準にあ

り、検診率アップに向けた取組みの強化・充実が必要である。

・福祉施設、介護施設の設置も考慮し、障がい者や高齢者を支援してい

く新しい地域包括ケアシステムの構築が必要である。

・市域が広域化していることで、本市は複数の医療圏を有している。

市中心部を中心とした二次救急医療体制の維持に加え、周辺の農山漁

村エリアでの医師の確保や、近隣市の医師会との連携も必要である。

・山口の温泉や自然など、多様な地域資源を活用したレジャーや余暇の

過し方を踏まえ、健康都市やまぐちの実現に向けた施策の展開を検討

されること。

・保育園整備については、若い世代が転入超過の傾向にある地域周辺で

実施を検討されること。＜以上、第２回山口市総合計画策定協議会＞

（２）教育・文化分野

・日本一本を読むまちづくりを実現する上で、学校図書館と市立図書館

の活用に加え、市民の読書環境の充実について努めること。

・コミュニティスクールの実施について、学校と地域が一体となって子

ども達を育んでいけるよう、着実な施策展開に努められること。

・県立美術館をはじめ、県立博物館や高等教育機関などと連携して、市

内で開催される文化行事や教育講座について、市が一体的に情報発信

を行い、市民参加の機会創出に努めること。

・市内初となるプロスポーツチーム「レノファ山口ＦＣ」との連携によ

る交流人口の拡大や地域経済の活性化など、まちづくりの視点を施策

に反映されること。

・ペット医療や留学生のケアも重要と考えており、「ダイバシティやまぐ

ち」といったキャッチフレーズのもと、施策に反映されること。

・子育て支援、観光ニーズを踏まえ、山口産木材を活用した木質のおも

ちゃ広場の整備を検討されること。

＜以上、第２回山口市総合計画策定協議会＞
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 （３）生活安全分野 
   ・水防法の改正により、「新たな浸水想定基準」に対する対策が必要と 
     なる。防災ガイドブックの改訂をはじめ、浸水対策の面では、ハード

面・ソフト面の内容の再検討が必要である。 
   ・消防団は、水防法に地域の自主防災組織の指導的役割として位置づけ

られている。消防団と地域が一体となった地域防災担い手の育成が、

計画に位置づけられる必要がある。 
・災害に対応する体制整備に関して、災害時における地域交流センター 

の役割を明確に記載すること。 
   ・安心・安全な暮らしを推進する施策のうち、防犯対策における成果指

標では、犯罪の認知件数推移を指標の一つとして設定する必要がある。 
   ・他県で発生した大地震では、地震発生時の建物の倒壊による犠牲者が

多数である。本市においても、直下型地震は過去に発生しており、地

震発生後の対策のみならず、直下型地震への備えに軸足をおいた施策

が講じられる必要がある。耐震は地震防災の根幹である。 
   ・総合計画では具体的な災害事案ごとに、事前予防策を位置づけること

に努められたい。 
   ・行政任せにせず、自ら災害時の非常持出品の準備をする必要がある。 
   ・観光客についても要配慮者として計画を立てる必要がある。 

・安心と安全は、基本的に概念が違うという認識が必要である。 
・小中学校の避難所開設が迅速に実施できるよう、しっかり行政と学校 
の連携を図ること。 

・救急車の利用について指導を行う必要がある。 
＜以上、第３回山口市総合計画策定協議会＞ 

  
（４）環境分野 

   ・市民へのごみ分別方法の周知に関して、分別のしおりを配布するだけ

に留まらず、出前講座などの啓発が引き続き必要である。 
・小学４年生をはじめとする環境教育の推進により、２０代から４０代 

    保護者とその子ども達は、ゴミ分別の意識が高い。 
    一方で、高齢者にとっては、分別が複雑化している問題がある。 
    今後、高齢社会や核家族化が進展していく中、ゴミ出しや分別が困難

な高齢者への対応が必要である。 
   ・ごみ排出量における事務系ゴミの割合が高い。削減に向けた施策の展

開についても検討が必要である。 
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   ・環境保全や環境美化等に関する意識啓発のため、椹野川で実施するク

リーンキャンペーンを佐波川、阿武川水系に拡充することに努められ

たい。＜以上、第３回山口市総合計画策定協議会＞ 
   
 （５）都市整備分野 
   ・山口市は、線引きを実施していないため、郊外スプロールが進む。 
    今後は、立地適正化計画との整合性も図りながら、郊外スプロールの

抑制や、コンパクトなまちづくりについて、明記していく必要がある。 
   ・山口・小郡両都市核づくりに関し、それぞれの都市核の役割について 

明記する必要がある。 
   ・公共交通の維持やサービス水準について、将来ビジョンを明記する必 
    要がある。 
   ・公共施設、公共スペースといった公共空間について、地域や民間開放

することで、にぎわいの創出や新たな交流を生み、都市空間の質を向

上させる施策の検討に努めること。 
   ・細部は、部門計画に委ねるものの将来ビジョンを総合計画で位置づけ

る必要がある。 
   ＜以上、第３回山口市総合計画策定協議会＞ 
 
 （６）経済・産業分野 
   ・湯田温泉を中心に外国人観光客が増加しており、宿泊客室数が不足し 

ている。こうしたキャパシティ不足を補うため、中山間地域での民泊 
受入なども今後、検討していく必要がある。 

   ・周辺自治体との広域的な観光地経営の視点に立った、行政やコンベン

ション協会など多様な主体との連携による組織体制（ＤＭＯ）の構築 
    について検討する必要がある。 
    また、交流人口の拡大に向けて、連携中枢都市圏を形成する市町にお

いて、観光資源を共有し、つなぐことで、圏域内を周遊する新たな取

組みが必要である。 
   ・高齢化が進展する農業分野において、生産者の所得向上に向けた取組

みの一つとして、６次産業化の促進や農商工連携の促進が必要である。 
   ・過去５年間における市内の人口移動では、小郡都市核へ一旦転入し、

そこから山口都市核へ移り住む傾向にあることからも産業の集積だけ

では、人口の増加につながらない。生涯住み続けたい場所は、文化で

あり生活の質を高める環境がある場所であり、山口都市核と小郡都市

核のそれぞれの特性を活かしたまちづくりを施策に反映することが必
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要である。 
   ・観光誘客につながる物産のＰＲは重要である。 

・女性の活躍を進めるためにも、夜間保育の環境整備が必要である。 
・小中学校において、地元産食材を学校給食に利活用促進されること。 
・高齢化の進展を鑑み、森林境界明確化事業の促進を加速する必要がある 
・湯田温泉の魅力創造のためには、市民が日常的に温泉を利用し、温泉に

愛着をもっていただく、まちづくりを進めていく必要がある。 
・宿泊客数だけでなく、市民が湯田温泉に入浴する年間回数も目標数値と

して検討されること。 
・雇用政策について、県と市で明確に役割分担をし、効果的な事業展開を

図られること。 
・人口増加は、産業集積だけに留まるものではなく、生活の質を高める環

境の整備が重要。 
＜以上、第４回山口市総合計画策定協議会＞ 

    
 （７）自治振興分野 
   ・若者や高齢者の交流が活発化できるよう、交通手段のシェア化など新

たな方策を検討し、都市部と周辺地域のアクセス性を高めることに努

めること。 
    
   ・多様な情報伝達手段があふれている中で、効果的な情報発信のあり方 

について検討する必要がある。 
   ・人口減少が進む地域における小さな拠点づくりをはじめとした、日常 

生活機能などの集積や住民サービスの利便性の向上について努めるこ 
と。 

・小さな拠点づくりは、行政サービス、医療、日常生活機能をセットに 
した取組みとすること。＜以上、第４回山口市総合計画策定協議会＞ 

・公共交通が充実した首都圏からの移住者の増加を目指すなか、先駆的  
に、「高齢者が乗るマイカーは全て自動運転車」となるまちづくりを検  
討してはどうか。 

 （８）行政経営分野 
   ・「まち・ひと・しごと総合戦略」において、若者が働きやすい環境、子 

育てしやすい環境の整備について確保することに努めること。そのた 
めにも今後の働き方改革の方向性について、総合計画で具体化してい 
くことも検討が必要。 

   ・鷺流狂言をはじめ、山口にしかない貴重な文化や地域資源について、
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次なる１０年では、具体的なビジョンをもって磨き上げていくことが

必要。 
・連携中枢都市圏の形成について、人口減少を食い止めるには、いかに 
交流人口を増加させ、地域の活性化につなげていくかが必要。 
＜以上、第４回山口市総合計画策定協議会＞ 
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４．「いっしょに創る未来懇話会」における市民の思い

１）目的

第二次総合計画（平成３０年度～平成３９年度）の策定に当たり、市民の多様な意見

を把握し、計画策定の基礎資料とするため、また具体的な施策（プロジェクト）として

反映するため、若者をはじめとした各世代別のグループや属性別の団体等から幅広く意

見を伺う場として市民懇話会を開催した。

２）実施期間

平成２８年６月１５日～平成２９年３月３１日時点

３）開催実績 全４０回開催（参加者２３８名）

（１）分野別開催 ２１回（参加者１２９名）

幅広い分野、世代への意見収集が出来るように団体等を選定して実施

・８政策３４施策と関係の深い団体

・女性、高校生、大学生 等

・一般公募（北部地域・南部地域）２回

（２）地域別開催 １９地域（参加者１０９名）H29.4.30 現在

市内２１地域で、地域づくり活動に携わる個人の方へヒアリングを実施
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開催日 時間 場所 団体名 参加人数

平成28年7月13日 13:00～15:00 YCAM NPO法人あっと 1

やの舞台美術 1

山口県デザイン協会 1

えくらっちょる 1

やまぐち県民活動支援センター 1

平成28年9月13日 13:30～15:30 香山公園観光案内所 山口市観光ボランティアガイドの会 3

平成28年9月20日 17:00～19:00 ＪＡビル４階　会議室 ＪＡ山口中央 8

18:30～20:30 大殿地域交流センター 山口県国際交流協会 1

山口鷺流狂言保存会 1

山口大学４年生 1

認定NPO法人こどもステーション山口 1

13:30～15:30 白石地域交流センター やまぐちネットワークエコー 1

国際交流ひらかわの風の会 2

大内塗漆器振興協同組合 2

ゆだもり 1

おいでマルシェ実行委員会・(株)ミライエfarm 2

18:30～20:30 白石地域交流センター やまぐちエコ倶楽部 2

NPO法人消費者ネットやまぐち 1

平成28年12月7日 16:00～18:00 山口高校 山口高校 6

平成28年12月13日 16:00～18:00 山口農業高校 山口農業高校 5

16:30～18:30 大殿地域交流センター 中村女子高校 4

野田学園高校 3

平成28年12月21日 16:00～18:00 西京高校 西京高校 8

平成28年12月22日 13:00～15:00 山口中央高校 山口中央高校 6

平成29年1月13日 10:00～12:00 大殿地域交流センター 一般公募 8

平成29年1月15日 10:00～12:00 小郡地域交流センター 一般公募 9

平成29年1月25日 10:00～12:00 ウッドムーンネットワーク NPO法人山口ウッドムーンネットワーク（保護者） 6

平成29年1月28日 10:00～12:00 白石地域交流センター 大路ロビー 7

平成29年2月17日 14:00～16:00 白石地域交流センター 地域おこし協力隊 7

平成29年2月22日 10:00～12:00 山口学芸大学 山口学芸大学 6

平成29年2月22日 14:00～16:00 宮野地域交流センター 山口県立大学 3

平成29年2月24日 10:00～12:00 小郡地区社会福祉協議会 山口市障害者団体連合会 9

平成29年2月24日 18:30～20:00 白石地域交流センター 中学生（認定NPO法人こどもステーション山口 5

平成29年3月10日 13:30～15:30 山口大学 山口大学 5

129名

平成28年9月21日

平成28年9月30日

平成28年9月30日

平成28年12月19日

（１） 分野別開催

■実施回数：実施回数：２１回（団体等個別調整１９回、一般公募２回）

■参加人数：１２９名

■参加対象：

・テーマ型の市民活動団体、関係機関等

・大学（市内３校）

・高校（市内６校・分校および山口県鴻城高等学校は除く）

・中学生（認定 NPO 法人こどもステーション山口の協力にて実施）

・障がい者 など
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■参加者属性

年代・性別 主な活動分野

男　性 女　性 合　計 人　数

10代 21 18 39 3

20代 7 12 19 10

30代 8 6 14 7

40代 7 13 20 11

50代 1 4 5 7

60代 5 7 12 3

70代 6 2 8 2

80代 1 0 1 13

不明 2 9 11 0

合　計 58 71 129 14

7

13

地域 職業 2

地域名 人　数 職　業 人　数 0

大　殿 13 会社員 3 4

白　石 5 公務員 5 0

湯　田 10 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ 9 2

仁　保 2 団体職員 21 6

小　鯖 1 自営業 10 19

大　内 11 会社役員 2 13

宮　野 15 学生 49 0

吉　敷 12 その他 16 5

平　川 13 不明 14 27

大　歳 4 合　計 129 15

陶 0

鋳銭司 1 その他記述

名田島 0 ・主婦　２

秋穂二島 0 ・大学職員　１

嘉　川 1 ・地域おこし協力隊　７

佐　山 2 ・農業　１

小　郡 23 ・リタイア　３

秋　穂 2

阿知須 3

徳　地 4

阿　東 1

市外 3

不明 3

合　計 129

市民活動

環境保護

観光

農林業

水産業

商工業

地域コミュニティ活動

消費者保護

人権

男女共同参画

学校教育

青少年健全育成

文化振興

生涯学習

スポーツ

災害対策

消防・救急

交通安全

防犯

分　　野

保健医療

高齢者福祉

障がい者福祉

地域福祉

子育て
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■ワークショップ意見集計

残したい・誇りに思うも
のは？

課題・改善点は？
理想の次の10年の姿

は？

自然 91 8 13

食べもの 19 2 3

観光 57 21 32

観光_全般 43 17 29

観光_温泉 14 4 3

景色・景観 34 5 6

歴史 38 5 4

文化 16 10 16

施設 29 28 18

施設_全般 19 24 13

施設_公園 10 4 5

にぎわい 17 81 53

にぎわい_全般 4 61 32

にぎわい_商店街 5 11 6

にぎわい_イベント 8 9 15

にぎわい_レノファ 7 2 6

つながり・交流 26 34 61

つながり・交流_全般 5 19 38

つながり・交流_地域 21 15 23

安心・安全 7 24 11

暮らしやすさ 24 4 11

環境整備 3 10 0

交通 41 131 68

交通_全般 14 22 20

交通_道路・車 22 39 8

交通_公共交通 5 70 40

生活インフラ 3 12 6

医療・保障 3 9 7

教育 17 10 15

仕事・働き方 0 24 40

農業 2 10 7

若者・後継者 1 25 39

子ども・子育て 9 20 40

高齢者 4 21 47

障がい者 0 25 15

外国人・国際 4 5 8

人口 1 29 26

市民の意識 1 20 17

人柄・土地柄 57 22 6

発信力 0 39 39

魅力創出 5 27 38

行政の施策 3 9 11

その他 12 10 25

問　　　　い

意見カテゴリ 全　　　　体

112

24

110

89

21

45

47

42

75

56

19

166

97

22

32

15

121

62

59

42

39

13

240

56

69

115

21

19

42

64

19

65

69

72

40

70

23

47

17

56

38

85

78
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若い人と一緒に楽しめる街づくりに貢献しま
す
私はもっと未来のことを考えて　もっと今のこと
を知ります
山口市のことを、隅々まで知って、デザイナー
としてＰＲしていきたい！
山口市をもっと発信するためにオモシロイ事
を仕掛けていきます！
山口市の広告塔に俺はなる！
山口市を愛する子どもたちを育てたい！

障害者にやさしいまち
観光のまち山口のために頑張るぞ！！
地域が元気になる山口市に！！

■ワークショップの様子 
①7/13（水）13:00～15:00 混合【参加人数：6人】 

                                                  「私の挑戦」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
②9/13（火）13:30～15:30 山口市観光ボランティアガイドの会【参加人数：3人】 

「私の挑戦」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

③9/20（火）17:00～19:00 ＪＡ山口中央【参加人数：8人】 
                            「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

子どもと遊ぶ　HAPPY　LIFE
山口市の文化や人を大事にします！
私は山口市の観光のために山口市をアピー
ルします
若者にもやさしい街づくり
地域を愛し、人とのつながりを大切にしま～
す！！
みんなで創って　みんなで楽しむ　新しい山
口市にしよう！！
自分のように、心から山口市を愛する友達を
たくさんつくります！！
歴史や観光地だけでなく　山口市民の目に
は見えない　人間的な素晴らしさを広めたい
です

12



人と人をつなげたい
みんなで継がる町　継がってる町を！
私は未来の山口市のために　身体がうごく限り
働きます

日本人にも！外国人住民も！多様な違いを
持つ人が住みやすいまち
私は、山口市民のみなさんの思いをアウト
プットできる山口市職員になります！！
山口市の未来のための人づくりに貢献できる
活動をしていきます！！
子ども達が仲間といきいきと心豊かに育つ山
口に

④9/21（水）18:30～20:30 混合【参加人数：4 人】 
                            「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤9/30（金）13:30～15:30 混合【参加人数：8 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥9/30（金）18:30～20:30 混合【参加人数：3 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
  

私は、山口市のみんなの想いをつなげた
い！！
多文化共生の街づくり
山口市の地域活性化のため頑張ります
山口市から、未来の「食」をつくります！
私は山口市の働く元気な女性になる！
私は、山口市の地域のために力を出します。
未来を創るために、会社を大きくします！
私は未来の山口市の子どもたちのために　元
気なまちをつくります！

13



私は未来の山口市（嘉川）の人と人との交流
のために　意識的に嘉川の行事へ参加します
私は未来の魅力あふれる山口市のために　地
域活動に積極的に参加します。
人や市とのつながりを大切に
私は未来の山口市の阿知須の活気のために
しっかりあいさつします
私は未来の山口市のために　「きれいな自然」
を大切にします
他人との関係強化のため　会う人全員にあい
さつをします。

色々な交流を通して　人とのつながりを！
私は未来の山口のために　ちいきの人たちと
交流を増やして活性化
目指せ「けんせつ」の新しい風
私は未来の山口市に暮らしている方々のため
に　看護師を目指します！！
私は、未来の山口市にたくさんの人が訪れて
もらえるように　山口市のいいところを伝えてい
きます！
私は「食」で人の健康を支えていく

私は市民の交通の足を確保するために　JRに
税金をつぎ込み　列車の本数を増やすことを
提案します
看護師になって、高齢者の健康寿命を伸ばす
指導をします
私は未来の山口市の子育て支援のために
山口の良さを伝えます
私は将来山口の人が楽しく安心して暮らせる
ようにこれからたくさんのボランティア活動に参
加します。
小郡を一番　住みやすい町に☆
若者が住み続けたいと思えるような町づくりに
貢献します！
僕は、阿知須の美しい自然を保つために積極
的に環境整備のボランティアに参加します！

⑦12/7（水）16:00～18:00 山口高校【参加人数：6 人】 
「私の挑戦」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑧12/13（火）16:00～18:00 山口農業高校【参加人数：5 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑨12/19（月）16:30～18:30 中村女子高校、野田学園高校【参加人数：7 人】 

「私の挑戦」 
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私は未来の山口市の自然との共生のため、ご
み拾いをします
私は、山口にいる聴覚障がい者の人たちの助
けになるために、手話を勉強します！
私は山口市をより良くするために、各年代の
人々の意見を聞き、実現を目指せるように努め
ます
私は、未来の山口市の豊かな自然のために、
リサイクルに努めます
私は、山口の明るい未来のために一人一人の
存在を大切にします！
私は、山口市をよりよい街にするために、県庁
職員として観光を主体とした取り組みをしま
す！

私は、山口市のおせっかいおばさんになりま
す！
山口市の商業の発展に寄与したい
私は未来の山口市のこどもたちのために応援
します
私は、未来の山口市の企業発展のために、サ
ポート･アシストする仕事をします！
ふるさと山口を愛してやまない子どもに育てま
す！
私は未来の山口市のためにアートでまちの魅
力を伝え、世界中から観光客が押し寄せるま
ちづくりをするよ！
私は未来の山口市の人口増加のために　いっ
ぱい山口の良い魅力をアピールしまくります
私は未来の山口市の子どもの笑顔を守る「マ
マ活動家」になります

⑩12/21（水）16:00～18:00 西京高校【参加人数：8 人】 
「私の挑戦」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑪12/22（木）13:00～15:00 山口中央高校【参加人数：6 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑫1/13（金）10:00～12:00 一般公募【参加人数：8 人】   「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私は、未来の山口市の子どもたちが自己実現
できる世の中にします！！
私は、未来の山口市の子どもたちのために良
い教師になります
私は、未来の山口市の若者の人口増加のた
めに生徒に地元愛を伝えていきます
私は、未来の山口市の「子ども」のために、良
い保育士を目指します。
中央商店街に自分の会社をつくる
私は、未来の山口市の観光客増加促進のた
めに多くの人にアピールします！
私は未来の山口市の高齢者のために　救命
士を目指します。
私は未来の山口市の町づくりのために自ら行
動します！
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私は山口市の良い所を写真で発信していき
ます
私は若い人と地域の方との仲介人になりま
す！
私は山口市民が豊かなに暮らせるように食と
アートを使って楽しいアイデアを考えます！
私は今日からやわらかな山口市のためアイデ
アマンになります
私は山口市の観光客が増えるように山口の
良い所を多くの人に伝えたい
私は、山口市って楽しいよ　いいところだよ
と伝えられる人になります
私は、山口市にはいいところがたくさんある
よ！と伝える人になります

⑬1/15（日）10:00～12:00 一般公募【参加人数：9 人】 
「私の挑戦」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑭1/25（水）10:00～12:00 NPO 法人山口ウッドムーンネットワーク（保護者）【参加人数：6 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑮1/28（土）10:00～12:00 大路ロビー【参加人数：7 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
  

H30年　きれいな椹野川で遊ぶ親子
私は未来の山口市が住みやすい町になるよ
う、地域のことをよく知るママになりたいです！
山口市の良いところをはどんどん発信します
自分の体力・気力にあわせたカタチでの「生涯
現役」をめざしたい！
私は山口市の魅力を高めるために技術を提供
します
私は未来の山口市の歴史文化のために職人
をやっていきます
平成維新を起こす！！
地域、異世代が一つに！！！
私は明日からの未来の山口市の発展のため
に健康を維持します

安心して家族で生活できる山口だったらいい
な！
人にやさしい　思いやりのあるまちになってほ
しい
これからも　山口の”いいところ”を発見してい
きます！
気づかいのできる人になる
私が身体障害者の息子と出かけることで、障
害者の住みやすい山口市になってもらいたい
障害の有無に関係なく、共にイキイキ暮らして
いける　まちになって欲しい！！
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山口市の未来のために教師になって、子ども
に教育をします
私は、人に自然に優しくします！！
山口市で子ども達のキラキラ光る毎日をつく
る！！
私は、山口市が活気あふれる町になるよう挨
拶を大切にします
私は、山口市の良いところを多くの人に伝え
ます
私は、子どもと高齢者の架け橋となれるような
教師になります！！

⑯2/17（金）14:00～16:00 地域おこし協力隊【参加人数：7 人】 
「私の挑戦」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑰2/22（水）10:00～12:00 山口学芸大学【参加人数：6 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑱2/22（水）14:00～16:00 山口県立大学【参加人数：3 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
  

私は徳地和紙を通じて　みんなの交流が生ま
れるきっかけ作りに挑戦します
地域住民がワクワクするような「そばカフェ」を
開店します
山口市のブランド和牛存続のため、肥育業務
頑張ります！
私が山口のおいしい物、紹介します
私は未来の元気な山口市のため、異ジャン
ルのひと・もの・こととつながりをつくります、興
味をもちます
未来の山口市のために人がつながる場づくり
をします
私は山口市の魅力をもっと発見し、伝えてい
ける人になります！

私は、未来の山口市の”人々”のために”機
会”を増やします！
私は山口市がたくさんの交流が生まれるまち
にしていきます！！
私は、山口の文学と人をつなぐことで、世界
に”山口の文学ファン”を作ります！
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私は山口市のグローバル化の推進のため
に、国内の人に山口市の魅力を宣伝しま
私は、山口市に良いイメージを与えられるよう
にあいさつをします！
私はあらゆる不条理をなくします
私は山口市を皆に自慢していきます！
私は未来の山口市のために、会社で”山口”
をＰＲします

未来の山口市の安全と交流のために難しい
ことでも努力します
これから自然を大切にしたいです
私は未来の山口市のために、毎日が安全に
安心して過ごせるようにします
私の夢は小説家！！もしなれたら、山口をＰ
Ｒする！！
自然ゆたかで、みんながすきといえる山口が
いい

⑲2/24（金）10:00～12:00 山口市障害者団体連合会【参加人数：9 人】 
「私の挑戦」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑳2/24（金）18:30～20:00 中学生（認定 NPO 法人こどもステーション山口）【参加人数：5 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
㉑3/10（金）13:30～15:30 山口大学【参加人数：5 人】 

「私の挑戦」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障害者がめざす旗印
バリアフリーの更なる充実を！
障害者（高齢者）の住み良い社会の実現
これからも生き生きと
障害者におもいやり
地域の一助となりたい
人に対して親切にする
小郡は山口のヘソ！交通を中心としたまちづ
くりと生活を考えて！！
私は大内文化が大好きです。町を変えてほし
くない
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Facebookページ「第二次山口市総合計画～いっしょに創る未来懇話会～」 
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（２） 地域別開催 

■ヒアリング内容 
地域の魅力や誇り、地域の中で困っていることや将来への不安、１０年後に向けてチャ

レンジしてみたいこと など 
 
■開催日程 

 
■参加者の年代・性別 

 

地域 開催日 時間 参加人数

大殿 平成28年9月15日 19:00～20：00 7

白石 平成29年1月28日 19:00～20：00 4

湯田 平成29年2月8日 19:00～20：00 4

仁保 平成28年9月16日 19:00～20：00 5

小鯖 平成28年10月26日 18：30～19：30 7

大内 平成28年11月21日 19:00～20：00 7

宮野 平成28年9月27日 18：00～19：00 4

吉敷 平成28年10月13日 18：30～19：30 6

平川 平成28年10月17日 19：30～20：30 6

大歳 平成29年3月6日 10：00～11：00 4

陶 平成29年3月7日 15：00～16：00 5

鋳銭司 平成28年8月17日 19:00～20：00 5

名田島 平成28年12月5日 19:00～20：00 7

二島 平成28年6月15日 19:00～20：00 9

嘉川 平成28年8月25日 14:00～13：00 5

佐山 平成28年12月9日 20：00～21：00 6

小郡 平成28年11月16日 19:00～20：00 5

秋穂 平成28年10月6日 13:30～14：30 5

阿知須 調整中

徳地 平成29年3月15日 14:00～15：00 8

阿東 調整中

109名

男　性 女　性 合　計

10代 1 0 1

20代 0 0 0

30代 7 9 16

40代 14 12 26

50代 10 5 15

60代 26 7 33

70代 14 2 16

80代 1 1 2

73 36 109
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■主なご意見

保健・医療・高齢者福祉

【医療・病院】

デイサービスの車でラッシュになる。仁保園は済生会が経営しているので、デイサービス、入所、済生
会病院と本人の病状等にあわせて連携がとれた対応をしていただいている。

仁保

介護を抱えているものにとって、ケアマネージャーの存在は大事。これからもっとケアマネージャーが
必要とされることから、育成が必要。

仁保

地域内に病院がない。 陶

休日救急に小児科がなく、防府市で受診している。宇部市にもある。南部に欲しい。 鋳銭司

病院がない。 名田島

病院が多い（歯科・内科） 嘉川

徳地には住みやすさ、人のあたたかさを感じている。しかし、子どもを育てるという点では、病院がな
く、かかりつけ医は地域外という方が多い。

徳地

医者が少ない。内科は２箇所しかなく、内一つの先生は９０歳ぐらいであるので、先を考えた上ではと
ても厳しい。

徳地

【日常生活支援サービス】

ゴミ出し支援など日常のちょっとした手伝いを、無償ではなく有償でできる仕組みができればと思う。 仁保

小鯖地域では高齢化が進んでいる。プライドを傷つけないように、家に篭っているお年寄りをどのよう
に引き出すかが課題である。

小鯖

大内でもアパートに一人住まいの老人が増えていることが気になるし、自治会に加入していない高齢者
も気になる。

大内

いきいきサロンも、つどいの広場も場を続けることが大事。人が集えば、情報共有も悩みの解決にもつ
ながる。高齢者も、乳幼児を抱えるママも外に出たがらない人を出すようにするのは難しい。

宮野

団地全体で高齢化が進み、新陳代謝が難しい。 平川

高齢者独居世帯が増えてきている。いきいきサロンなどにも出かけないひきこもり気味の高齢者が心配 大歳

独居のお年寄りが気軽に利用できる支援制度があればよいと思う。チケット制で買い物支援やゴミ出し
支援など、全市的に取組んではどうか。

嘉川

小郡南校区では、自治会もなく、マンション等が多いので、高齢者の実態が分からない 小郡

老人ホーム等あるが、それは金銭や制度上の要件から入居のハードルが高い。元気でも過疎化で困って
いる人は近所で助け合っているので、安価なシェアハウスがあればよい。

徳地

地域で買い物弱者対策に取り組んでいるが、行政の関心が低い 宮野

地域にコンビニはあるが、商店はない 陶

デイサービスの車を、使ってないときに、買い物支援に使えないか。 陶

お店がない。コンビニ（欲を言えば道の駅）が欲しい。道の駅は無理だろう。朝市くらいでもできれば
よいが、大規模店に客が流れる。

名田島

地域に移動販売車がくれば便利ではないか。 二島

お店が少ないので買い物は小郡に行っている。洋服を買えるようなお店があればよいと思う。 嘉川

高齢者のための買物支援（地元のお店の活用、宅配サービス等）が必要。 秋穂

週２日、コープの移動販売が来るが、これが地域内で好評である。 徳地

22



【高齢者の活躍】

町内会において、老人クラブが衰退しており、現在６町内会だけある。老人クラブという名称が良くな
いイメージを与えているので、名称を変えてみてはよいのでは。

大殿

子どもの見守り活動が生きがいになった。 小鯖

大内まもり隊のようなシニアの活動について、市内全域に広めたい。 大内

役が回るのが嫌だったり、面白いことがないので、老人クラブに入る人が少ない。 陶

子育て支援・学校教育

【子育て環境・子供が遊べる環境づくり】

山口市は保育園等で実施される支援センターの未就園クラスなど、ちゃちゃちゃ、育児サークルなど、
子連れで外出できる場所は多い。

湯田

子どもの歳が近く、同じような悩みを持つ人と出会う「場」が多い。（子どものこと、仕事復帰のこ
と）

湯田

湯田中学校では、週1回未就園時を持つ親子が通えるクラスがあり、ちゃちゃちゃ職員や母推さんが対応
してくれる。休み時間などに学生が遊びに来てくれる。月1回、校長先生が親向けに習字教室や英語教室
を開催。

湯田

山口市は田舎的ではあるが、子育てには良い環境。 湯田

こどもの居場所づくりを単位自治会レベルで進めている。家庭環境により、体験活動が少なかったり、
学習環境が少ない子もいる。そうした子ども達を地域で育てたい。子どもへの活動を通じて、その保護
者やボランティア世代ともつながる。ボランティアをしたいと思っている人はいるが、その活動の場を
つくり、ボランティア活動のきっかけとしたい。

大内

子育支援組織が地域で重複している部分もある。 平川

子育て世帯に選ばれるような市の予算の使い方をしてはどうか。 平川

セミナーパークが近く、子どもを安心して遊ばせることのできる環境がある。 鋳銭司

乳児から中学生までの見守りができている。嘉川子育て支援連絡組織“みらい”（民生児童委員、母子
推進委員、子育てサークル等）が「しゅっぽっぽ」や「きずな」の立ち上げや運営を支援している。

嘉川

子どもが少なくなってきているので、スポ少に加入する人も少なくなってきており、特にサッカー等の
団体競技は難しくなってきている。現在は、空手のスポ少が人気。

徳地

子どもが少ないので、競争心がないので、社会に出て行ったときの関わり方が心配。 徳地

子どもは、防府に通学する子が多いが、バスの定期が高いので、車で送り向かいする人が多い。 徳地

いきいきサロンも、つどいの広場も場を続けることが大事。人が集えば、情報共有も悩みの解決にもつ
ながる。高齢者も、乳幼児を抱えるママも外に出たがらない人を出すようにするのは難しい。

宮野

子ども達を思いっきり遊ばすときは、中央公園か維新公園を利用する。 湯田

未就園児を連れて遊びにいくときは、亀山公園が多い。 湯田

亀山公園など子連れが多く集まるところには、授乳室や食事できる屋内休憩所があればよい。 湯田

亀山公園＋交通交流広場＋井筒屋ルートが出来た。 湯田

朝倉公園やマックスバリュー前の公園など、ボール遊びが禁止されている公園がある。 湯田

小学校のグラウンドでも、野球部以外は野球が禁止されている。子供たちがサッカーや野球をできるよ
うな遊び場がない。

湯田

針の木公園の駐車場が少ないので、利用しづらい。 小鯖

幼児が遊ぶような街区公園が欲しい。公園はセミナーパークしかない。 鋳銭司
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山・川・田んぼがあり、子どもに自然とのふれあいを通じた豊かな体験をさせることが出来る

【小・中学校の存続】

小学校は全校で100人くらい。新１年生も10人。小学校を期に小郡などに引っ越す世帯もある。逆に小郡
などからの通学者も増やすことが出来ないだろうか。小郡南小は児童数増加で校舎が手狭と聞いてい
る。

陶

鋳銭司幼稚園と小学校が連携して行事をするので、顔がつながっているので、安心して小学校に上がる
ことができる。

鋳銭司

鋳銭司は少人数学級なので目が行き届く 鋳銭司

二島中学校を守りたい。二島中学校がなくなってしまうと、子ども達が二つの中学校に分かれてしま
う。

二島

小学校を中心に地域がまとまっている。柚野小学校、串小学校の維持を・・・ 徳地

徳地の小学校にはサッカーチームがあるが、中学校にはないので、サッカーをやりたいから地域外に行
くという子がいる。スポーツを選べない。逆にバレーすごくて、そのために外から入学してくる子はい
る。

徳地

佐波分校は、今年は志願倍率０．９倍であったが、地元の少ない中学生が高川に行きたがる。外から来
てもらうには中学校のバレーのように「佐波分校だから」という何かが必要。

徳地

【保育園・児童クラブ】

地域内にある幼稚園には地域外からも多くのお子さんが通っている。保育園も 陶

幼稚園の預かり時間が短い（通常２時まで、水曜日は１１時半）ので、働いている世帯は他地域の保育
園に通わせるしかない。

鋳銭司

児童クラブの対象学年が拡大されて待機児童がでている。特に低学年の子どもが待機になると非常に困
る。

平川

児童クラブが小学校近くにないので、反対方向の子の利用や下校時間の遅い高学年の子の利用が出来な
い。

陶

児童クラブ施設がある場所は溝蓋がなく危ない。要望しても整備してもらえない。幼稚園施設の方が広
く、立派なので、幼稚園で児童クラブを開設してはどうか。

鋳銭司

生活安全・環境保全

【防犯・交通安全】

外灯を設置したいが、私道のため所有者に同意が得られず、つけられない。通学路なのに、暗くて危な
い。

白石

車の抜け道となっているような道路が多く、車のスピードが速い。 湯田

信号のない交差点等も多く、子どもを自転車で遊びに行かすのが心配。 湯田

歩道もない道路が多く、高齢者にも子育て世代にも安心して通行できない。 湯田

変質者が多い。防犯カメラ等の設置などがあれば安心。 湯田

市管理地の草刈があまりされていない。不審者が隠れている。 湯田

自転車道や歩道が整備されるとよい。 吉敷

大内方面、小郡方面への通過地域で、交通安全対策、渋滞対策は課題としてある。インターチェンジ整
備により、さらに増える。信号の安全対策は不十分。

平川

防犯灯について、市ではLED化を推進し、補助金も出しているが、全体的に平川は暗いイメージ。山大ど
おりは明るいが、奥に入ると暗く、まだまだ足りないと思っている。

平川

地域の中心にある大歳小学校には、石州街道を通学路として多くの児童が通学しているが、交通量が多
く危険である。道路幅員が狭く、安全が十分に確保できていない。

大歳
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【防災】

木造家屋の密集箇所や空き家が多い。また、道が狭く、緊急車両（救急車や消防車等）が入れない。火
事が怖い。

白石

30年前には土砂災害、洪水等で被災している。災害を心配せず、安心安全で暮らしていけたらよい。 仁保

内水面の水はけが悪く、九田川の氾濫 平川

避難場所指定が地域交流センターと小学校しかない。 大歳

独居老人が多く、支えあいマップを作成しているが、昼間に若手は働きに出ていないので、昼間に災害
があったら逃げる手段がないひとがいる等、マップどおりにならない。

名田島

【環境保全・新エネルギー活用】

自然を壊さないようなまちづくりをしてほしい。 仁保

水力発電やセルロースマイクロファイバー等、地域の資源を活用したエネルギーや新素材の構築を図っ
ていけないか。

仁保

山（財産区）やダムがあるので、水力発電やバイオマスをすればよいのではないか 宮野

山・川・田んぼがあり、子どもに自然とのふれあいを通じた豊かな体験をさせることが出来る

まわりを山で囲まれ、問田川・仁保川が流れる、川のある風景がよい。遊歩道、休憩　河川を利用した
まちづくり

大内

都市整備

【公共交通】

現在のバス路線は県庁、市役所行のルート設定である。観光客が利用しやすいバス路線への見直しや貸
自転車サービスなど交通交流公園をキーステーションとするような利活用を検討したらどうか。

大殿

車がないと生活できない。 仁保

小鯖地域は交通の便が悪く、交通難民が多い。 小鯖

コミタクも週何回かきているが、乗る人は多いと思う。コミタクは、最寄のバス停まではいくが、ビッ
ク等に行くには、またバスに乗り換えないのといけない。そのアクセスが悪いので不便である。ビック
等に直接いけるような公共交通にならないのか。

小鯖

小鯖地域内での交流を促すには、国道２６２号を縦断できなければできないので、そのような交通体系
は考えられないのか。

小鯖

宮野地域は鉄道駅、バスの車庫があり、山口市の中では交通の便が良い。 宮野

基幹交通はあっても、自宅から基幹交通までが厳しい。コミュタクも乗り手が少ない。乗り場まで行く
のが大変。富山の中心部のようにすればよい。

宮野

公共交通が弱いと感じる。運転をしない人はどのように生活すればよいか、それを踏まえた公共交通の
整備を行う必要がある。

吉敷

中尾地区の人は、移動手段があまりないので、まつり等に参加できない。 吉敷

平川地域ではコミュニティバスが走っていないとよく言われる。幹線道路はいいが、奥に入ると不便で
やれないようだ。

平川

大歳は石州街道沿いに住宅が立ち並び、居住人口が多いのに、交通が不便。バスがない。県道宮野大歳
線に幹線バスが走っている。タクシーを使う人が多い。

大歳

拠点同士がつながる交通を構築してほしい。 大歳

免許返納が可能な交通整備をしてほしい。 大歳

福祉優待バスの制度があっても、バスの運行が日に５便では利用しづらい。 陶

25



グループタクシーの制度も、なかなか３，４人のグループも難しい 陶

バスの便が少ないが、バスの便を増やしても乗らないので、タクシーが現実的。 陶

新しい地域交流センターは出来たが、地域交流センターに行くための足がなく、行けない人も多い。 陶

自宅からバス停までの距離が長い世帯はバス停まで行くのが困難。 名田島

グループタクシーがあるが、実際の利用者はそれほどいない。 名田島

最寄駅は四辻駅（鋳銭司）、バスも本数が少なく、四辻駅行きのバスがない。車がないと買い物が不便
である。

二島

秋穂地域は交通の便が悪い。年をとり車を運転できなくなると買物や通院に困る。バスについては、い
ままで利用する機会がなかったため、高齢になっていきなり利用してと言われても使いにくいと思う。
バス利用を促進するにはもっとアピールが必要。

秋穂

柚野地区は高齢化率が高く、一人暮らしの高齢者が多いが、皆さん人に迷惑をかけないように努力して
暮らしておられる。困るのは移動。生活バスが出ているので、乗って買い物にいく。廃止されないよう
に、家族の車に乗れるときでも、あえてバスを使われる方がいたり、移動手段としてだけでなく、運転
手とのコミュニケーションという点もあるので、乗車率などの数字だけで判断して欲しくはない。

徳地

バスにあまり人が乗らずに座席が余るなら、座席を除けて、コミュニティの場として何かをしたり、多
角的な活用をすればよい。

徳地

山口市内はバス等の交通の便もよくないので、高齢者が通院等で山口市内に行く人は少ない。山口市内
が遠く感じる。

徳地

どこでもバスが止まってくれるのはよい。 徳地

生活が困るから、免許の返納をする人は少ない。 徳地

【中心商店街】

商店街近くに親子で楽しめる屋内施設や公園が欲しい。 白石

子育て親子の商店街利用は結構多い。託児機能があれば便利 白石

空き店舗は市が買い取ったらどうか。空き店舗のままでも構わないという所有者だと、入居が進まな
い。

白石

白石はまつりが多くてよい。特にちょうちんまつりはキレイ。商店街も協力している。もっと市や湯田
温泉と連携できることがあるのではないか。空き店舗活用してお土産物を売るとか。湯田温泉等からの
シャトバスとか。

白石

アーケードがあり、利便性は高いが、必要なものが商店街では全部整わないので、休みの日は、郊外や
市外に買い物に行っている。

白石

アーケード内は家賃が高いので、若い人が入りづらい。 白石

アーケード内で連携できるようにしてほしい。 白石

観光と商店街がうまく結びつくとよい。 白石

【新山口駅周辺整備】

駅の南北で、言葉にはしづらいがなんとなく違うというのは私も感じる。駅南施設は嘉川、佐山、阿知
須あたりの方も利用されるが、意外と不便なところで、訪れた人が満たされるコンテンツがない。

小郡

小郡中学校には、名田島から学区外通学で来ていたりするので、新山口駅周辺の開発は小郡の開発では
なく、山口市南部の開発と考えた方がよい。

小郡

駅南は戸建てを立てる土地がないため、少しはなれたところに家を建てる方もいるのではないか。駅の
北ばかり開発していくと、転勤族が多く数年後にはいないかもしれない駅南の方からは声が上がらな
い。

小郡
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小郡に定住するというより、南部を代表する場所として、周りの地域に人が住んで、そこから行き来す
るのでもよい。駅周辺は土地が高い。カフェがない。少し時間ができたときにちょっとコーヒーを飲む
ところがない。

小郡

小郡駅はお土産を買うところはあるが、瓦そばなどの名産品を食べるところがない。乗り継ぎで時間が
できたときに食べるところがあると良い。乗り継ぎ時間があるのに、本屋も無く、コンビニも開店時間
が短い。

小郡

南北自由通路について、自転車が通れないので、通勤・通学の役に立たない人が多い。自分の子ども
も、陸橋使って横断しており、通路が出来ても意味がないと言っていた。

小郡

【公園】

子ども達を思いっきり遊ばすときは、中央公園か維新公園を利用する。 湯田

未就園児を連れて遊びにいくときは、亀山公園が多い。 湯田

亀山公園など子連れが多く集まるところには、授乳室や食事できる屋内休憩所があればよい。 湯田

亀山公園＋交通交流広場＋井筒屋ルートが出来た。 湯田

朝倉公園やマックスバリュー前の公園など、ボール遊びが禁止されている公園がある。 湯田

小学校のグラウンドでも、野球部以外は野球が禁止されている。子供たちがサッカーや野球をできるよ
うな遊び場がない。

湯田

針の木公園の駐車場が少ないので、利用しづらい。 小鯖

幼児が遊ぶような街区公園が欲しい。公園はセミナーパークしかない。 鋳銭司

噴水のある交通交流広場はママ友達とよく利用する。

【都市基盤整備】

子育て環境、買い物、施設等住みやすい＝大殿ブランド 大殿

竪小路は町屋の並ぶ商店街だった。間口が狭いため、いったん空地になると駐車場になることが多い。
空き家があっても、駐車場がない物件も多い

大殿

９号線の歩道は、交差点では地下道となっており、高齢者にはつらい。陸橋も高齢者には難しいので、
車を上に走らせる等の発想があってよいと思う。

大殿

図書館・美術館の文化施設、商店街、教育機関、病院などが揃い、自転車で暮らせる便利なまち。 白石

猫にえさをあげる人がいて、猫が繁殖していて困っている。行政等の関与はあるが、解決に向かってい
ない。

白石

“コロガルガーデン”には市外からも多くの人が来る。駐車場への誘導が悪い。公共施設内の表示や観
光地等への看板等が不親切。

白石

商店街の近くで生活や飲みに行くにもとても便利である。 白石

早間田や郵便局の前の交差点は、地下道を無くして、きれいな十字路にしたほうがよい。 白石

小児科。産婦人科の先生が少ない。２０、３０代の医師の確保ができるかが肝要である。 白石

道路環境も良く、買い物にしても、県庁までも近く住みやすい地域。 仁保

道路整備はとてもよい。 仁保

小郡より、防府のほうが距離的にも心理的にも近い。 小鯖

上小鯖から大道は通勤ラッシュがひどい。 小鯖

山口市は住みやすくて便利な環境。（道路、公共施設（図書館等）、買い物等） 大内

大内はショッピングの中心地で、若者も集まる。 大内
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まわりを山で囲まれ、問田川・仁保川が流れる、川のある風景がよい。遊歩道、休憩　河川を利用した
まちづくりを進めたらどうか。

大内

土地が安いのは強み。ただし、家は安く立つが不便。ドラッグストアばかり増えている。 宮野

道路網はよく整備されている 吉敷

県道御堀平井線の未整備分について早期事業化をお願いしたい。 平川

ふしの川河川公園、自転車道、吉敷川、維新公園など自然環境に親しむ環境が整っている。 大歳

江戸時代から、石州街道沿線として、街道の通過点となっている地域であり、地域独自の祭などがあま
りない。

大歳

スーパーもあり、病院も集まってきていて便利がよいが、食堂がないので、自炊が出来なくなったとき
が不安である。子ども食堂もあるとよいと思う。

大歳

交通アクセスが良く、気候もよく、住みやすい地域 陶

土地所有への思いが強いため、道路拡幅や開発などがなかなか進まない。 陶

交通アクセスが良い。（四辻駅、山口南ＩＣ、新山口駅にも近い） 鋳銭司

交通アクセスが良い（小郡方面・防府方面・山口方面いずれも） 二島

幼・小・中まで地域内で学び、成長でき、子どもを育てるのに良い環境。ただし、高校になると通学等
が不便

二島

交通アクセスが良い。（四辻駅、山口南ＩＣ、新山口駅にも近い）宇部や防府を勤務先とする住民が多
い。

嘉川

小郡に比べると地価が安い。 嘉川

徳地は立地がよい。山口、防府、周南の間にあり、通り道となっており、コンビニもお客が多いと聞
く。

徳地

徳地は、生活圏が地区毎に違う。柚野は阿東、島地、串は周南、八坂、出雲は防府が生活圏である。 徳地

観光・シティセールス

【観光・情報発信】

今は大殿地区内の史跡やお店などの情報を集約・発信している窓口がない。交流人口、定住人口を増や
すためには行政が発信機能を持ち、もっと強くメッセージを発信すべきである。現在は、ふるさと伝承
センターがその役割を一部担っている。

大殿

まつりが実行委員会形式となっているが、市の関与が少ないと思う。「協働」なら金を出すだけでな
く、もっとイニシアチブを取ってほしい。

大殿

亀山公園の整備が大事と思っている。山頂から県庁や五重塔を眺め、大殿地区へ来てほしい。 大殿

サビエル記念聖堂に多くの観光客が来るが、お土産屋がない。 白石

五重塔の土産屋も購買意欲が湧かない。 白石

東京圏で自慢するような知名度があるのは“松田屋”くらい。山口＝“萩・津和野”のイメージが強
い。PR不足。

白石

湯田温泉＋五重塔くらいしか思いつかない。湯田温泉に来て、どこに行こう・・・ 湯田

山口はPRが足りていない。東京でふるさと納税のチラシ配りをしたことがあるが、よく受け取ってもら
えた。県の東京事務所は山口市はあまりこないといっていた。

湯田

魅力を発信できていない。外郎や大内塗りは知っている人が多いが、徳地和紙はしられているか？山も
海もPRできていない。「山口市はこういう所」と印象付けられるようなブランド化するため、資源・素
材を掘り下げていって歴史的価値も付与して押し出していくべき。萩のような統一的なまちなみや「昭
和のまち」のようなしっかりしたコンセプトがない。

湯田
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県は就学旅行生の受入をがんばっている。どこに行けばいいかの提案を求められるので、楽しめるア
ミューズメントがあるとよい。ワイカムはすごくいいところだが、難しいものをつくっている感じで、
観光資源化していない。２～３００人受け入れられる宿泊施設はあるが、維新公園のスポーツ大会とか
ぶると困ることがある。

湯田

まちの入口にインパクトのあるサインがあれば 大内

中也記念館、松の木、観光、歴史など地域資源が多いが生かしきれていなくて、もったいない。いろん
なものをまとめてつないで、ストーリーを作ってアピール。

大内

山口市をもっとアピール（住みよさ・観光・子育て支援）してはどうか。 平川

「徳地といえばこれ」と言えるお土産があればよい。実際は外郎などを買ってしまうが、「これ」と言
えるものがあれば、出かけるときにもって行けばＰＲになる。そうしたものを創っていくのに支援があ
ると良い。

徳地

関東圏の人からみると、山口県といえば下関や萩のイメージが強い。

「あそこのあれね！」とイメージ出来るような「山口ブランド」のゆるいパッケージで何か出来ない
か。関東圏の知り合いにも送って喜ばれるようなブランド化が出来れば、リピートにつなげられる。

文化、歴史が息づいている。 大内

【湯田温泉の活用】

湯田温泉の効用がわからない。キャッチフレーズまたは湯田温泉のイメージがすぐできればよいので
は。きつねでもいい。

湯田

温泉については、若い人は楽しいところに入りたいのではないか。温泉の森は若い方が多い。アミュー
ズメント的な要素のある温泉があると良い。

湯田

タウンマネージャーのようなものを置くのであれば、まち協や活性化協議会？において、不動産のプロ
や弁護士等の専門家に関わって貰った方が、内容に説得力がでる。

湯田

湯田温泉という資源があるのに活用されていない。もっとイメージを打ち出しては。 嘉川

【スポーツ・ツーリズム】

レノファの応援によく行く。 湯田

レノファの試合が開催された時に、渋滞もするし、駐車場が不足している。 吉敷

ツール・ド・ヤマグチ湾については体育協会にも話が何もない状況で、嘉川ではほとんど盛り上がって
いない。

嘉川

経済･産業

【働く場の確保・経営支援】

産業団地の開発ばかり力を入れるのではなく、今ある中小企業の支援に力を入れてほしい。匠のまち助
成金事業を活用して起業支援はしているが、長続きは難しい。経営支援が必要。

大殿

若者を定住させるには仕事の場が必要 大殿

一の坂川は風情がある。でも、まち歩きするにはお店や飲食店が少ない。長くお店を続けていけるため
の支援を。

白石

女性が活躍できるように、女性が働ける環境、Iターンできる環境になるとよい。 大内

山口市に職場を増やさないと、外に出た若者は帰れない。 宮野

高校を卒業すると外に出て行く傾向があるので、そのための対策が必要である。 吉敷

山口市で起業できるような支援を。 平川

地元で就職したい子ども達が残ることができるように。 平川
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企業誘地には工場ばかりではなく、大学卒の学生が働きたくなるよう事業所を誘致しないと、大学生の
定住はない

陶

事務所やテナント用の家賃が高いため、創業や起業するのが難しい。 小郡

起業を促すには、家賃が安いコワーキングスペース等が必要である。 小郡

徳地は何もないが、急に何かを創っても、機能しなければ意味がないので、ない事を受け入れて逆手に
取れればよい。働く場があれば、防府市にここまで人が流れなかったのではないかと思うので、学校に
空き校舎があるなら、そこを会社として使ってもらうなど、働く場づくりの成功例となればいい。

徳地

子育てママでも事業が出来るようなコワーキングスペースがあるとよい。

【農業】

農業は担い手がなく、他の人に預けている人が多い。 仁保

営農法人では雇用の創出はできない。農業で生活できるような仕組みづくりをして、地域内での雇用を
生み出さなければならない。

仁保

稲作から少量多品目へ転換し、もうかる農業を目指し、若手の定住につなげたい。 陶

次世代の若者のための基盤整備を視野に、圃場整備に向けた取組を進めている。 陶

若者の定住、農業への参加に対する支援を望む 陶

若物の農業リーダーがいるので、若い人が農業をやるために入ってきている。 陶

農業用機械は高いので、各世帯で不要となった機械を集めて、リースをしたらどうか。 鋳銭司

農業の問題。・働き手を募集しても、人が来ない。後継者がいない。・土地の集約が完全ではなく、飛
び地がある。・手がまわらないため、これ以上規模の拡大が見込めない。

名田島

農業を続けるノウハウ、手法を得たい。・狭い土地、少ない担い手で利益を上げる手法。・若い人が意
欲を持ってやっていけるような手法。

名田島

多くの農産物があるので、道の駅みたいなものはつくれないか。つくれなくても、空き家を使って、コ
ミュニティビジネスをすることも考えられるが、そのノウハウがないので、支援してもらえる体制を整
備して欲しい。

名田島

従事者を増やして、特産品等で地域おこし。現状、宅地として活用できないのだから、農地として使う
ほかない。

二島

嘉川には大きな農業法人が２つあり、個人経営している人は少なくなった。堤が古く、改修が必要だ
が、水路修繕には費用がかかるため、農業をやめていく。

嘉川

自営の人が多いが、田を人に貸す人も多い。 徳地

生産者とつながるような取組があるとよいのでは。

有機農業に興味を持つ子育てママは多い。

【耕作放棄地の利活用】

休耕田が多いが、そこを利用して、交流を促すようにグラウンドを作って欲しい。 小鯖

耕作放棄地を市民農園・家庭菜園にしてはどうか。 平川

遊休農地が結構ある。１０年後はまだ増えるのではないかと心配している。 陶

耕作放棄地をるりがくえんが引き受けている。 鋳銭司

使っていない田畑が多いのに、農地だから転用できず、宅地として利用できない。 二島
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協働によるまちづくり

【地域交流センター機能】

湯田地域交流センターは講座も充実、足湯もあり、たんぽぽ母親クラブの活動でよく利用させてもらっ
ている。

湯田

地域交流センターに自販機を設置して欲しい 小鯖

外から入ってくる人の交流の場が少ないので、交流センターにパブみたいなものがあるとよい。 吉敷

交流センターは地域づくりの場所として、なくてはならない。会議、イベント、交流等活用していくに
は、駐車場も部屋数も少ない。

平川

行政窓口業務も他自体の事例もあることから指定管理で地域に任せたらよい。ただし、社会教育・生涯
学習等公民館機能部分には市職員がいて欲しい。

平川

交流センターに道の駅のような商業的な機能があればよい。 平川

交流センターについては、駐車場が足りない。また、エレベーターがないため、それを知らずに足の悪
い方が２階の部屋を予約されて大変だった。場所は現在地が地域の中心だと皆さん思っていると思う。
子どもが学校帰りによれる施設になればよい。図書室が２階なので、図書室があることを知らない方は
多いと思う。

平川

地域包括支援センターは、今、黒川の病院内にあり、行きづらいので分室が欲しい。できれは、行き易
い地域交流センター内において欲しい。

大歳

地域交流センターの図書館にはよく小学生が集って過ごしている。 陶

地域交流センターのエントランスで勉強している中学生が結構いる。 嘉川

地域交流センターは貸し館の建物で自由に過ごす場所がない。 嘉川

地域交流センターと総合支所の合築については、よく考えて欲しい。建設して終わりではない。例え
ば、民間（各種団体等）も含めた検討を。

徳地

徳地内でのワンストップ機能があるとよい。 徳地

【地域づくりの担い手】

地域団体の活性化が必要。既存組織は行政が関与しているものが多い 大殿

公務員が多いが、地域にでてくる公務員は少ないように感じる。 大殿

高齢者が多く、中間層がいない。ドーナツ化しているため、世代交代が難しい。 大殿

コミュニティ協議会ができてから、三世代交流事業が盛んになった。一方で、三世代交流が盛んになる
ほど、高齢者の負担が大きくなっている。

大殿

今後、高齢者の人が地域内でどう活躍するかが課題である。 大殿

地域内で団体が多すぎる。地域内の各団体を運営している人は重なっており、協議会はその集合体なの
で、各団体を協議会に取込んで、協議会が実施すればよいのでは。

大殿

企業団地と住民との連携はあまりない。 小鯖

小鯖地域は、地域内で生活環境が異なっている。国道が通っているところと、稔畑や小鯖上等では、生
活環境が全然違う。また、国道２６２沿いでも、地域において生活環境が異なっている。地域づくり計
画も、地域に分けて作成したほうがよい。

小鯖

大内では、サラリーマンが多く、若い人が地域に関わらない傾向が強い。 大内

大内では、村中でやっていた昔ながらのまつりがなくなっている。新しい人が多く入ってきたが、まつ
りを継承することができなかった。

大内

地域との連携が進むなど学校も変わり、地域も変わった。県立大学とは菜の花事業、着物喫茶事業など
で連携。県立大サークル「エトワール放送局」は敬老会、まつり、運動会などで進行役として活躍。

宮野

役をしないと地域に認めてもらえない、活躍する機会がない。特に移住者はその傾向が顕著。 吉敷
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元からいる人と新しく入ってきた人を上手にミックスしてまちづくりができるとよい。 吉敷

中学生、高校生が地域で見えない。活躍する場が必要。 吉敷

後継者となる人材が不足していることから、役を交代することができない。 吉敷

行政主導で地域づくりが進んでいるイメージがあり、自発的なまちづくりは難しいと感じる。 吉敷

地域から情報を発信し、その情報を広めていく必要がある。そのためには、情報の流れがよくなる仕組
みが必要である。

吉敷

昔に比べて下請けで地域づくりをしているイメージがある。押し付けでない予算配分はできないのか。
市が上手に説明ができていない。

吉敷

幼稚園から大学、特殊学級までそろい、相互交流・活動が活発に行われている。小学校、中学校、西京
高校といっしょに地区のスポーツ協議会を作っている。西京生によるランニング教室を行なったりして
おり、こういうことができるのは平川の強み。

平川

地域活動は活発にしているが、役員の担い手等の課題もあり、地域運営・地域活動に行政の支援がもっ
とあればよい。

平川

大歳地域は東西に細長い地域で、朝田と矢原では課題が違うため、地域住民の中で課題が共有しにくい 大歳

行事に中学生をいれて行っており、小中学生から地域に入っているところはよい。 陶

世代間で考え方が違うので、なかなか世代交代が難しい。価値観が変わってきている。核家族化して、
手伝いをしなくなったのが大きな原因ではないか。

陶

高齢化による世話人不足。 名田島

現役世代は、たまの休みをボランティアで潰したくない。ただ、自分の子が関係するものなら、出てく
ると思うので、ゆるい所でつながりを作って、引っ張って来られればよい

小郡

流動層が多い地域なので、地元感が濃くないほうがよい。地元感を強く押し出すと、新しい人が入りづ
らくなる。

小郡

いろんな会合で同じメンバー会う。こうした人をつなげることができれば。地域づくり協議会にもっと
がんばって欲しい。

徳地

地域団体の高齢化、継承が課題 徳地

各種団体ではボランティアで活動されている人が多い。活動が展開する種はあるが、団体活動で終わっ
ている。

徳地

コーディネイト、リーダーシップをする人が少ない。（地域では難しい） 徳地

【自治会】

集落レベルで空き家・空地・独居老人の情報等が集約できれば良いと思っている。 仁保

自治会に入らない人が増えてきた。 小鯖

町内会が弱くなっている。昔は会長が言ったら、それに向かって組織が動いていたが、今はそうではな
い。単位町内会が弱いから、何でもかんでも地域単位でやるようになっている。

宮野

新しく家が建ち、水路等を境界にした従来の自治会エリアが壊れてきていると思う。田を手放す方も増
えて、住宅地はまだ増えると思う。

平川

岡大塚自治会等の団地は同世代の方が一斉に入居するので、以前は体育行事でも非常に強かったが、現
在は高齢化して子どもが居なくなってきている。

平川

自治会の担い手不足。自治会一事業等で自治会の絆づくりなどを進めている。自治会長は任期１年が多
い。自治振興会に求められることは増え、それが自治会長の負担にも繋がっている。

大歳

役が回ってくるのがいやで、自治会に入らない人が多い。 陶

アパートは多いが、アパート住民で地区に出てくる人は少ない。 陶

小郡南校区では、自治会がないところも多く、防犯灯も少なく全体的に暗く、また、防災体制も整って
いない。

小郡
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【地域資源･地域づくり活動】

大殿の歴史・文化は生かしていきたいし、祭りなどで交流人口の拡大を図りたい 大殿

山口市の歴史は大殿歴史でもある 大殿

蛍まつり、祇園まつり、ちょうちんまつり、天神祭りなど　子供たちにふるさとで様々な体験をさせて
あげることが出来る。

大殿

残すべきものを、民間のするがままにして無くなっていくことがないように、歴史的価値を守っていく
という市のスタンスをもって、保護していくことが必要

湯田

地域内での交流が少ないので、マップを作成してみんなで歩けるようにして、交流を促したい。 小鯖

文化、歴史が息づいている。 大内

街路樹や花壇整備を進めるための活動支援がしたい 大内

コミュニティの関係が希薄化している。顔の見える環境が必要である。 大内

ふるさとをつくるという意識がないので、子どもたちが成長してふるさとの思い出がない。ふるさとと
して、子どもたちにどのように思い出を残すかが大事である。体験活動を通じてふるさとを体験させる
ことがよい。子どもを集めたミニキャンプを毎年やっている。

大内

県立大学があり、若者、知的集団が存在するのは強み。ただし、高い研究機能維持のためには２千人く
らいの生徒数を目指して欲しい。

宮野

地域づくり協議会では個人負担が多い 宮野

祇園祭やほたるまつりなど、地域のつながりで祭りが続けられている。イベントやまつりなど地域でつ
なげてきた絆を大事にしていきたい。

宮野

木戸山公園の桜を以前のように整備したい。 宮野

県立大学の活用が大事 宮野

維新公園は利用制限があるが、明るくて活気がある。 吉敷

神社等が古いまま、しっかり残っている 吉敷

他地域と比べ、子ども会加入率が高い。吉敷から湯田・大歳の学校に通う子どもが多いので、子ども会
運営に困る（選択校区）

吉敷

外国人が増えて、留学生の町になるのは心配。山大生や西京生でも若者が多くて活気があるという良い
面と、騒がしい・マナーがといった悪い面もある。良い面・悪い面両面を受け入れて、地域を考えてい
くべきだと思うが、留学生についてはその段階までいっていないのではないか。

平川

周布政之助、吉富簡一など地域に縁のある歴史資源の掘り起こしを行っている。 大歳

陶ヶ岳は山登りによい 鋳銭司

秋穂や阿知須に比べて、嘉川は大きなイベントがない。 嘉川

今年は八幡様の祭りにおいて嘉川自治連合会で作った子供御輿を披露する予定 嘉川

海岸線がほとんど私有地で、せっかく海があるのにまちづくりに生かせない。活用できる土地がない。 秋穂

地域資源を活用したまちづくり（海、山、田）進めたい 秋穂

徳地の人は休みになると外に遊びに行くが、逆に外からツーリングで自転車やバイクがたくさん通る。
そういう方をつなぎとめることができればと思う。

徳地

高齢者と子どものコラボレーションが、単発イベント以上のことをできていない。行政も支援して石川
モデルのようなものを目指して欲しい。

徳地

新しい店で特徴的なお店が多く、徳地内の飲食店をはしごする人が多い（たとえば、御所野ラーメンか
らあさむらいちご園へ）。

徳地

山口市内の地域との交流が少ないので、他地域との交流を促進するとよい。ＩＣＴを使った市内との交
流があるとよい。

徳地
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【場づくり】

まちづくりについて、若い人意見が出し合えるような場をもってほしい。 白石

情報交換できる場として、地域で活躍できる人材発掘の場として、食を提供できるサロンの設置を考え
ている

仁保

各地区にサロンがあると良いと思う。空き家や古民家を利用して、世代関係なくだれでもサロンの開設
が必要ではないか。そういう場で、みんなでまちづくりについて語る場があればよい。

大内

子育てや高齢者等のサロンが増えて、それらが交流できるようになるとよい。 吉敷

新宿区の事例のように、看護師、地域のボランティアにより運営される「くらしの保健室」よろず相談
所がほしい。地域包括支援センターの機能も導入可。

平川

どこかに所属していないでもいける場所がない。学校のグラウンドや体育館はスポ少とかに入っていな
いとつかえない。なにもなくても集まれる場所がほしい。

平川

大歳にも、いきがいセンターを設置したいが、地元による無償土地提供が難しい。（地価が高く、現在
も開発等が進んでいるため、土地所有者と親族の中で話が折り合わなかったりする）

大歳

若者の会等を開催し、出会いの場を提供できないか。 名田島

スポ小に入っていない小学生や部活をしていない中学生たちが気軽に過ごすことのできる拠点作りをし
たいと思っている。

嘉川

ＪＲから嘉川駅舎を無償で貸してもいいという話をいただいているので、形にしたい。 嘉川

小郡南校区でも、交流する場が欲しいという意見もあるが、自治会がないところも多く、意見集約が難
しい。

小郡

地域の赤ちゃんでも高齢者でも、誰でも来ていいような居場所作りをしたい。年の近いお兄ちゃん、お
姉ちゃんの言うことなら子どもも言う事を聞くし、そういう関係の中でお兄ちゃんも自己肯定感をもて
る。また、貧困家庭や学力格差も問題になっており、掛け算ができない中学生もおり、今更できないと
いうのが恥かしいから勉強が嫌いだからやらないと強がっている子もいるのではないか。家にパソコン
がないから、使い方を知らないとか、親がちゃんとしていないから、常識的な年中行事も知らないと
か、そういった子ども達の居場所をつくって、格差を固定しないようにしたい。

小郡

【移住・定住】

「白石ブランド」はある。子供の小学校入学を機に引っ越しをされる方が多い。 白石

土地が荒れていても農業振興地域のため宅地に変更できない。 仁保

移住者同士のネットワークがある。 仁保

市営住宅を建設する等、若い人が入ってこられるような定住施策を実施して欲しい。 仁保

今ある学校を廃校にしないように、子供を増やすために何かとりくまなければならない。 仁保

人口増やしたいなら、市で土地を区画単位で買って、家建てて、健康ランドや商業施設をくっつければ
いい。便利に住めて、健康的に生きられるのなら住みたいという人がいる。

宮野

人材が重要。企業誘致に金をかけるように、人材誘致にもドカッと補助金出すくらいやってもいいので
はないか。

宮野

交通ネットワーク網で山口市のアピールをしてはどうか。山口市を拠点にして、広島・福岡・県内どこ
にでも行きやすい。「住むには最高。どこでも行ける」

平川

朝田は地形的に洪水対策が必要な地区。防災対策が整えば、定住につながる。 大歳

農業振興地域で宅地がない。 陶

下水道が通っていないので、宅地開発が進まない。アパートもないから、鋳銭司に住みたいと思っても
物件がない。

鋳銭司

交通の利便性もよく、子育て環境も良いので、団地があれば子育て世帯に来ていただける。 鋳銭司

工場を誘致しても、宅地もアパートもないので、定住者は増えない。 鋳銭司
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農業振興地域で、宅地がなく、自由に家を建てることができず、新しい人が入りたくても入れない。 名田島

使っていない田畑が多いのに、農地だから転用できず、宅地として利用できない。 二島

実際に家を建てる場所がないので、他の地域に行く方もいる。秋穂にある市営住宅に転居する人も少な
くない。

二島

県道沿いなどは農業振興地域から外し、宅地を可能としてほしい。 二島

子育て世代を、留学（ホームステイ）等の形式で受けいれてはどうか。実際に学校に通ってもらって、
地域の中に入って、二島の良さを知ってもらう機会をつくれば移住者もあらわれるのでは。

二島

子育て世代が住めるよう住環境を整えてほしい。 二島

宅地にする土地がない 秋穂

転勤で来る人も多いが、逆に引っ越す人も多い。 小郡

小郡地域は、地価が高いため、一戸建てを建てたい人が、嘉川に建てることが多い。 小郡

選ばなければ十分やっていけるが、医者にしろ、塾にしろ、スーパーにしろ、街ではたくさんの中から
選べるが、徳地では選べない。

徳地

千葉にいたときは、住んでいたアパート内の居住者のことを知らず、知らない間に引っ越していたりし
ていたが、徳地では「あそこの家がどう」とかよく分かる。夫も都会育ちの人間だが、田舎暮らしがい
いという。若いときに都会に行ってみたいと思うのは仕方がないが、戻ってきたいと思ってもらえるよ
うにしていかないといけない。

徳地

串地区では、毎年１件ぐらい転入者が入ってきており（４０代2世帯、６０代１世帯）、転入者への話し
かけや気配りを良くやり、地域に馴染んでもらうようにしている。一方で、高齢になり、よそに住んで
いる子どもの家に転居する人も多い。Ｕターンで帰ってくる人はあまりいない

徳地

地域おこし協力隊のつながりが欲しい。 徳地

山口の交通アクセスのよさを生かし、山口市に住んで、他市に通勤するのもありではないか。 平川

【空き家の利活用】

空き店舗は市が買い取ったらどうか。空き店舗のままでも構わないという所有者だと、入居が進まな
い。

白石

所有者が空き家（店舗）のまま置いている建物が多い。もったいないので、助成金などで貸しやすくで
きないか。

湯田

仁保に住みたいという声は多いが、住める空き家が少ない。 仁保

空き家を活用する方法を地域で検討している。 平川

不動産屋と組むなど、民間の商売の中で空き家を解決する方法はないか 平川

空き家も多くなっているが、仏壇等があり、すぐに貸せるような空き家はない。貸したがらない。 陶

空き家を活用して、地域活性化ができないか。 陶

空き家を有害鳥獣が住家にしていて、被害が多い。 名田島

空き家は多いが、所有者が市場に出さないのが問題であり、これでは人口が増えない。 小郡

空き家が増えて、景観が損なわれると、一層人が来なくなる。「人がいないから環境整備がいらない」
のではなく、いないからこそ環境整備が必要。

徳地

空き家について、モデルルームのようなものを作れないか。素人は空き家の外から眺めても、自分が住
むことになる空間をイメージできない。

徳地

35



行政経営

【まちづくりの方向性】

日本遺産登録をめざしてはどうか 大殿

今までどおり、大内文化を尊重したまちづくりを進めてほしい。 大殿

西の京としての誇りがある。以前開催できなかった小京都サミットを開催してほしい。 大殿

湯田地域と白石地域の間をどのようにつないでいくかが課題である。 白石

市が宮野をどうしたいのかが見えない。住宅地にしたいのか、工業地にしたいのか市の基本方針がわか
らない。住民に考えてと丸投げにされてもどうすればいいかわからない。基本方針を作って、特徴を出
して、それをPRして人を呼ぶことが必要。

宮野

カジカガエルや蛍が生息するなど自然が豊かな地域なので、企業を集積するより、住宅が増えて欲し
い。宮野は「住宅地」として、プランニングを示して欲しい

宮野

ゆめタウンは非常に人が多い。県大跡地にこういう施設があると良い。さらにスポーツ施設や医者など
いろんな機能があると人が集まる。

宮野

県庁所在地としてのメリットをもっと活用してはいかがか。県との連携 平川

地域の特徴をいかしたまちづくりを進めてほしい。 陶

市の計画で「美濃ヶ浜」を活用するものもあったはず。 二島

市はこれまでの取組を検証すべきである。 徳地

徳地内に徳地地域の将来、まちづくりに対するコントロールタワー、シンクタンクを。 徳地

【その他行政機能】

市の施策を、市報とかに書いても住民は見ない。情報発信をもっとうまくやれないか。 宮野

市は施設を作り過ぎ。狐の足跡とかつくったが、これ以上施設だけ作っても人は来ない。 宮野

行政サービスのオンライン化が進むと、市民が市役所に行く機会はないのではないか。そうした観点か
ら市役所の場所や機能の検討も必要ではないか

平川

市役所の機能も「観光」「農業」「企業誘致」など、２１地域の特長を生かして機能分散すれば、地域
の活性化にもつながるのではないか

陶

大きな市の一町になって、情報の得方を知らない人が多い。 秋穂

行政と市民との距離が遠くなった。 秋穂

法定外公共物整備事業はなぜ地域に投げたのが意味がわからない。素人にできる筈がない。 秋穂

木が倒れている、道路が破損しているといったことを通報しようとすると今は、市役所に電話しないと
いけないが、どこかの自治体ではスマホに入力したら分かるシステムを入れていて、意外とサラリーマ
ンが入力してくれているらしい。自分で入力した箇所が直っているとうれしいと思うし、ちょっとした
事をやろうという意欲も出る。

小郡

職場見学ではなく、本気のインターンをやったらいいのではないか。社長が本当の会議や商談につれて
いくようなインターンもあるらしく、市でも市長に同行するような本気のインターンをやれば、もっと
市のことに興味が出るのではないか。

小郡

高齢者が多くなり、投票にいけない人が多くなっているので、移動投票所みたいなものがあるとよい。 徳地
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色々な人たちに魅力あるまちにしたい！！

子供と一緒に安全にすごせる、人が集まる街
づくりをしていたい。輝いていたい☆

子供と成長　主人と成長　地域と成長

地域医療の水準の維持、発展

人と人のつながりを大切に！！皆で出歩こう♪

子どもが元気に遊べる街にしたいな

笑顔をきずなを生み出す仕事を！

今を大切にする

■「次なる１０年 私の挑戦」ワンメッセージ 
＜大殿地域＞                       

「私の挑戦」 

 
 
＜白石地域＞ 

「私の挑戦」 

 
 

 
 
＜湯田地域＞ 

「私の挑戦」 

 
 
 

 
＜仁保地域＞ 

「私の挑戦」 

 
 

働くところのあるまち　若者に魅力（色々な面
で）あるまち　になればいいなぁ！

大殿らしさを伝えていく！

みんなでたのしいまちづくり！

みんなの笑顔輝くまちづくり

未来につながる温故知新　大殿の底力！

楽しく歩いて暮らせるまち！！

弱者が喜びを感じられる街づくりをめざす

自然を生かした農協改革、農業改革した村づ
くりのできた田舎であってほしい！

未来の子ども大切に

安心、安全な仁保に定住を推進する！

やさしいNIHO
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＜小鯖地域＞ 

「私の挑戦」 

 
＜大内地域＞ 

「私の挑戦」 

 
 
＜宮野地域＞ 

「私の挑戦」 

 
 
 
 

 
  

米寿のライブコンサート

小鯖から発進　防府とのパイプを希みます

小鯖を観光事業で盛り上げる！

萩往還道沿いの遊歩道をつくる

OSABAであそぼー！！楽しもう！！

住んで楽しい小鯖　生涯現役　ワクワクドキド
キキラキラを共に♪

前進！地域へ奉仕！

人材の発掘

１００才まで生きて農業するぞ！！

限りある身の力ためさん

大内の世代間交流広場ができたらいいな！

広げよう！！コドモジカン地域の絆

祭りの再興
地域でピザ（おむすび）パーティー
古郷作り

本を出す
山口の歴史を広く発信
大内の町を花いっぱいにする

やさしい町に

みんなにやさしい宮野

宮野にスポーツジムを　健康でながいきを

人材育成の山口市
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すべての子供の未来のために！！
夢、幸、コミュニケーション

子供やお年寄りまでみんなで楽しく暮らせる
吉敷にする！！私も元気でいつまでもお世話
します！仙人のような〝ばーさまになる〟

音楽で笑顔♪

無我夢中の時間の中にこそ人生の充実がある
と思う（安藤忠雄）

地域で子育てする山口に！
子ども会で地域を元気に！

交流センターに飲み屋を作る！

＜吉敷地域＞ 
「私の挑戦」 

 
 
 

＜平川地域＞ 
「私の挑戦」 

 
 
＜大歳地域＞ 

「私の挑戦」 

 
 
 
 
 

＜陶地域＞ 
「私の挑戦」 

 

チャレンジのかなう地域作り

日本一魅力ある山口市

生まれて死ぬまで山口市！

交流センターの機能強化
（万屋相談、くつろぎ室等を）

子供たちを中心に　より住み良い平川に

大人は子どものために
子どもは大人のために

健康長寿

安全で安心なまちづくり（通学路の安全対策）
地域振興（発展）

おとしよりが安心して住める大歳をつくる

若者定住に資する施策を

次男の農業支援（若者の定住のために）

地域と小学校で写真ボランティアをしていま
す。体力を保ちながら１０年後も続けていきた
いと思います。

夫婦お互いに助け合って健康に気をつけて
長生きしましょう

「向こう３軒両隣」のつきあい　声掛け　地域
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＜鋳銭司地域＞ 
「私の挑戦」 

 
 
 

 
 
＜名田島地域＞   

「私の挑戦」 

 
 
＜二島地域＞ 

「私の挑戦」  

 
 

＜嘉川地域＞ 
「私の挑戦」 

 

みんなで楽しく農業

ずっと鋳銭司！！

明るい楽しい鋳銭司作り

子供達の住み良い鋳銭司！！

レノファで山口を盛り上げる！

若者の元気な名田島へ

のーんびり過ごせる所にしてー

防災に役立つ古式泳法の普及

ラジオ体操　ウォーキング

婦人会員さんと若がえりたい

楽しい農業を！

健康で子供や孫に（自分の）名田島を伝えたい

笑顔いっぱいの嘉川に

安心安全地域力アップ

子どもたちがあこがれる元気な笑顔の嘉川の
住民に！！

日本一住みやすいふるさと嘉川めざし！！

ひとり暮らし高齢者への補助制度
多世代が集える居場所づくり

元気なお年寄りと若者が楽しく暮らせる環境を

たくさんの子供たちの笑顔に囲まれてすごせ
ますように

楽しく三世代交流したい！！なんなら四世代

地域に☆キラリ☆きらめくものを

住　二島に住もう

子どもいっぱいの二島に！！

山口市内で住みやすさ№１の二島づくり
を！！

二島愛
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＜佐山地域＞ 
「私の挑戦」 

 
 

 
＜小郡地域＞ 

「私の挑戦」 

 
 
＜秋穂地域＞ 

「私の挑戦」 

 
 
 
 

＜徳地地域＞ 
「私の挑戦」 

 

若者のつどう佐山へ

子ども達の笑顔がたえない佐山

若手の育成！！

佐山みんながつながる絆

佐山＝笑顔の町　集まれみんな

現状維持

俺も子どもも仲間もみんな未来に不安を持っ
てない！

地域の子供たちみんなが居場所を見つけられ
る小郡をつくること。大人になって「小郡に帰り
たい！！」と思える場所に！！

いつでもどこでもどのくらいでも関われていけ
ればいいかな・・・

みんなで話せる交流の場！！

みなさんの健康寿命をのばすぞ！！

成りたい自分と住みたい秋穂をPDCAサイクル！

元気な街

地元愛を誇れる街

明るい老人
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■未来懇話会へ参加した感想

山口市を良くしたいと考えたことがなかったです。いろいろな方の意見を聞いてたくさんの気づきを頂きま
した。

山口市の現状を知れてよかった。どうすれば山口市がもっと発信できるかを自分でも整理できて良かった。

現状認識ができて良かったです。又、おもしろい人と出会える機会をありがとうございました。どんな山
口、どんな若い人が必要と思っているか、又考えていかないといけないなと自覚させられました。課題にさ
せて下さい。

６人の意見が共有できておもしろかったです。同じことを考えていらっしゃることがわかってよかった。

珍しい座組で、出てくる意見も新鮮でした。

異業種の方と山口市の未来を話すのは初めてだったので刺激的でした。子育てVer.、自営業・商店街
Ver.・・・あるのもよいかと思った。

現状、課題等を見つめ直すことができる非常に良い機会を頂き感謝してます。又、郷土愛を再確認できる場
でもありました。現行の職務にも関連することであり、地域貢献に向けて思いを新たにしました。ありがと
うございました。

地元の色々な意見を聞くことが出来、大変有意義でした。

山口市が総合計画をつくっていることを知らなかったので、それを知ることができてよかったです。ただ住
んでいるだけではなく、自らが行動をおこさなければならないと感じました。山口市をもっとよい街にした
いと思えてよかったです。ありがとうございました。

このような機会を与えて下さり誠にありがとうございます。出来れば、みなさんの多様な意見を無駄にせ
ず、施策等に反映いただければ、幸せます。

市に対することを真面目に考えたこともなかったため、時間を取って他の人の意見を聞きながら考えるとい
うことが新鮮だった。

山口市について考えることが少なかったのでいい機会でした。人のそれぞれの考えは、聞いていておもしろ
いですね。

楽しく2時間過ごせました。年代、性別、地域が違うと色んな意見が出て（むしろみんな違って）良かった。
ふだん仕事は同じですが、こういう話ができて貴重な時間でした。

色々な分野の方と楽しく意見交換できました。市民の声が反映された総合計画の策定に期待しています。

参加者のみなさん一人一人の意見が違い、立場やバックグラウンドが違うと考え方が異なることを改めて感
じました。わきあいあいと話し合えたので、大変満足しています。

全く違うジャンル、世代、性別の人と話し、新鮮だったり、共感できることが多かった。

いろんな分野で活動しておられる方との出会いがあって良かった。山口の魅力を改めて感じることができま
した。

若い方をはじめ、異分野の方々との話し合いは元気をいただきました。

初めて知ったのですが、参加して良かったです。

本日は有意義な時間を過ごさせて頂きました。他団体との交流は必要なことです。

様々な活動をしている団体の代表の方と意見交換をすることで視野が広がり、今後の活動の活力になりまし
た。今回はお誘いいただき、ありがとうございました。

山口市の現状や市の取り組みが身近に感じることができた。思っていることや、考えを表現する機会がある
のは、よいことだと思いました。

いろんな話が聞けて楽しかった。人との出会い大切と感じました。10年後の山口市を改めて考える機会にな
りました。

自分の目線で考えるのではなく、いろんな立場で山口市のことを考えることができて新鮮でした。山口市の
未来を考えたこともなかったので勉強になりました。

深く地域の問題について考え意見を交流する場はほとんんどないので、良い機会になったと思います。問題
を考えていく中で、市民だけでも、市という行政だけでも解決できない問題が多くあり、それらを真剣に考
える時間は大切だと感じました。
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よりよい山口市を作るために課題点を中心に話し合い、参加したメンバー間でも意見の交流ができ非常に良
い時間になった。自分たちが出した意見が反映され山口市が変わっていくのがとても楽しみです。もし機会
があれば、他の似たような企画に参加したい。

確かに山口県の先は分からないが、しっかりと考え、人と人とのつながりを意識していくことが大切だと思
う。いいところはあるのだから、そこをいいと思うだけでなく、そこを活かして今のままでも人が来ること
ができる住みよい山口になれるといいと思う。また、そのために一人一人が街に興味をもって、一つ一つの
イベントに取り組むのが重要だと思う。イベントに参加することも盛り上げる一つの方法だと思う。

山口には悪いイメージの方が多かったが、意外と良い所が出ていたので良かった。市がどのような町づくり
を行おうとしているかはよく分からないが、市民の理想に近い町にしてほしいと思う。そのためには、市と
人とのつながりをもっと深めていくことが大切だと感じた。自分も山口市民として、山口市にために積極的
に行動していきたい。

今日の山口市に向き合う機械が持てて、とても有意義な時間でした。山口市の中でもいろんな地域の意見が
聞けて、学ぶことも多くありました。これをきっかけに、これから小さくても何か行動に移していけたらい
いなと思います。

山口市だけでなく自身の出身地である嘉川についても詳しく反省でき、更に他の地域の状況も深く知ること
ができて、とても有意義たっだ。嘉川の祭りや神社、寺、交流行事などに、一住民として積極的に参加し、
それらの良き伝統を決して絶やさないようにしたい。また、人と人との交流がなければ、どんなに良い土地
でもゴーストタウンになってしまう。

参加している人が自分以外3年生だったので緊張しましたが、話していると山口のよいところや、それに対し
て悪いところ、改善してほしいところなどが出てきて緊張していることを忘れて話せたので良かったです。

同じ学校の人としか話ができなかったのが残念だけど、同年代ならではの意見の見方が多く話が広がってい
き2時間があっという間だった。別の機会でも参加したい。

山口市の良い所をたくさん知れた。悪い所がたくさん出てしまっているので減らしていけたらいいなと思い
ます。これからの山口市が楽しみになりました。ずっと山口市に住もうかなと思えました！

私は今まで、山口市についてこんなに詳しく自分が思っていることを口にして人に話したのは初めてでし
た。自分が理想としている山口市について、たくさんの意見を出すことができて、とても良い機会でした。

自分が思っていたことが共感されたり、他の人の意見を聞いて共感したりととても楽しくできました。日頃
自分が思っていることを話す機会がなかったので、こういう機械があってよかったです。またあったら参加
してみたいと思いました。

山口市をよりよい町にしようとする気持ちがみんな強かったので、未来懇話会をする回数がもっと増えたら
いいなと思いました。未来懇話会が山口市をさらに良いものにしてくれたら、参加した一人として、とても
嬉しいです。

私は将来、山口の町づくりに関わりたいと考えていたので、今日の未来懇話会に参加することができ、とて
も良い経験になりました。自分が思っていた山口の魅力や、課題、これからの理想の山口について話し、皆
と意見を共有し、課題解決のために話し合うことができ、楽しかったです。私が将来、町づくりに関わる際
に、参考にしていきたいです。

今回参加して、改めて山口市の現状を意識し、未来について考えることができました。また、10年間の計画
を総合計画と銘うって策定することは初めて知りました。山口市の将来像を考える上で、自分の故郷である
阿知須を基に考えると、一次産業が主要産業となっており、不安が残るものだと思いました。そこで、二次
産業の活発化であったり、様々なボランティアを行って、故郷へと貢献できることが分かりました。今回の
経験を生かし、ボランティアに積極的に参加していこうと思います。参加できてよかったと思います。

市政に10代の意見を聞く機会はとても大切であると思う。高校生は人生経験が少ないので、これはと思う意
見は出ないけど大切にしてほしい。

今日の話し合いに参加して、子供を育てやすい環境を作ることで山口市・県が、発展することが分かり、私
もそういう指導ができるようになりたいと思った。まずは、看護師になるところからスタートしたい。

今回３つの質問があって、一つ一つが深く考えさせられました。最後の質問では山口の課題や日本での問題
まで気づいていけた。将来山口の人口は減少していく問題がとても考えることが必要だと感じました。ま
た、グループで話し合って、気付かなかった現在の山口のことを学んでいきたいです。

山口の今、現在の状況をみんなで話し合うことで、たくさんの意見交換ができ、将来のためにも勉強になっ
た。これからの山口のために今何ができるか1日1日を大切に考えていきたいと思えた。家に帰り家族に話し
て、少しずつ広げていきたい。楽しかったです！

山口の良い所、課題となる所を改めて考えられる良い機会となりました。ありがとうございました。
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今まで考えていなかった山口市の未来のことについて2時間考えることができたので、とてもためになる時間
でした。ありがとうございました。

普段考えないことを考えたので、とてもおもしろい時間でした。将来山口市がよりよい方向に向かっていた
らいいです。

とても楽しかったです。ありがとうございました。山口市のためにも西京高校での教育を頑張ります。

山口市について皆で意見交換できました。今一度、山口市の良さを確認することができました。

話し合うことで自分自身の感じていることなど再確認することができました。未来の山口市について、色々
な意見や考え方を聞くことができ、貴重な体験ができました。

今日のように山口市に対してここまで考えたことがなかったので、とても良い機会でした。これからも人ご
とではなく、自らが動けて、人のためになることができたらいいなと思いました。

とても短い2時間んで、自分だけでは考えられないことに気付けたり、人によっては「こんな意見もあるん
だ」と自分と反対の意見も一つあり、新しい発見ばかりでした。今日学んだこと、感じたことを今後に生か
せるように、日々意識し、努力していくとともに、未来宣言を果たしたいです。

普段はあまりじっくり考えることのない、自分の住んでいる町の課題や問題点について自分の意見を述べる
ことができるよい機会となりました。そうして、他人の意見を聞いて新しい意見もあって、参加して良かっ
たと思いました。

山口市について見つけるいい機会となった。未来の山口市がよりよくなってほしいです。

普段経験しないことをさせていただき、とても貴重なものとなりました。いつも何気なく過ごしている山口
市はいざ見つめ合うと普段盲点となっている部分を感じ取ることができました。

参加した人が出した意見の中に、防災に関するものがあって、自分が普段ほとんど土砂崩れや地震が起きた
時の対策を考えていないのに気付かされた。災害が起きた時に、近所で集合する場所を家族と十分話して確
認した方がいいと思った。

山口のことを住んでいたので大方は知っているだろうと思っていましたが、意外と知らないことが多くあっ
たので驚きました。また、未来について話し合っていると、平穏だけど多くの課題が浮かび上がってきたの
で大変だと思うと同時に、まだよくなれるんだ、と思いました。この懇話会はとても楽しかったので、参加
者全員が集まったらもっと良い意見が出て楽しくなると思いました。

市民のふれあい、話し合いができて良かったです。

同世代の方が多く、意見が似ていたのが印象的だった。山口市のことを考えていたのに、地域や県のことや
企業にも派生していって、こうやってもっと沢山の市民の人の意見も知ってみたいと思ったので、市のHPと
かも見てみようと思いました。

ゆったりとした雰囲気の中でワークができてよかったです。この未来の理想の意見が一つでも実現すること
を願っています。本日はありがとうございました。

山口の未来や、街づくりに関心があったとしても、なかなか具体的に参画する機会や方法もない中で、今日
は貴重な学びの機会にもなりました。参加前は不安でしたが、やってみると楽しかったです。

新しい出会いがあり、楽しい時間を共有できてとてもよかったです。懇話会の目的など、詳しく聞くことが
できて、市民として役に立てた気がしました。プロセス共有の意識づけが素晴らしいと思いました。

参加者の方が若い方が多かったので、未来に向けて楽しいまちの構想を話し合えました。また、このような
機会をお願いします。

みんな山口の事を真剣に考えられているんだなぁとしみじみしました。こうやって、市民の意見を交換でき
る場があるのは、すごいです。山口市がその市民の声をちゃんと取り入れて実践してくれることを期待しま
す！

山口市の現在のこと、未来のことをより自分事として感じ、また主体的に関わるという姿勢が生まれまし
た。大変良い機会に参加させていただき、ありがとうございました。

何も考えていない私が…と少し気の重い参加でしたが、始まってしまえば、たくさんの人の意見を聞き、自
分が普段「？」と思っていることも、文面化することで何が困っているのか、どうなりたいのか、少し分か
るようになったと思います。ありがとうございました。

山口市内に知らないことがたくさんあることを知るきっかけになりました。

参加できて楽しかった。参加できなかった方に「おもしろかったこと」「考えないといけないね」というこ
とを伝えたいです。

異年代、異住者との交流、情報交換ができてよかったです。引き続きこのような場を続けていただきますと
幸いです。基本構想に関わっている人たちへ、冊子を送付してもらえると、続けて参加する人が増えると思
います。
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様々な方と意見を交わすことができ、自身だけでは知りえなかったことを知ることができてよかった。次が
あれば、またぜひ参加したい。

いろんな皆様のご意見を聞くことができ、勉強になりました。一番大事なことは、他県の追随を許さない教
育県を目指し、次の日本、世界平和へ貢献できる山口市になることだと思います。教育に最大の投資を！を
願っています。

いろいろな立場の方の想いが聞けて良かったです。

若い人の考えが聞こえて大変有意義でした。次は具体的テーマについて開いてほしい。

山口市について多くの方の意見を聞くことができてよかった。自分が山口市のためにどんなことができるか
考えるきっかけになった。

自分の考えを俯瞰することができ有意義でした。他の人の意見を聞くことで、課題や問題を共有できまし
た。

こういう企画をもっとたくさんやっていったらいいと思います！

とても良い企画です。ぜひ第2次総合計画に参加した人々（団体）を活かしてください。

いいところとか改善点とか、10年後の姿とかを考えて、意見を出し合って、普段なかなかしないことなので
新鮮で楽しかったです。話もとても盛り上がって、良かったと思います。

いつも近くにいる人たちが、どんな考えをもっているか知る機会になり、とてもいい時間でした。

若い世代の意見が参考になった

気軽に意見が言い合える雰囲気で良かったです。

山口市といっても、北と南では全然状況が違う。今日は少人数で意見も言いやすかった。

みんな知り合いだったので、リラックスして話し合えました。同じ境遇の人同士なので課題や魅力を感じる
部分が共感できてよかった。

自分が出した意見以外でも、他の人の意見を聞いて、改めて感じることや、納得、共感することが多く、意
見を出し合って話し合えて楽しかったです。こういう機会がないと、なかなか改めて深く話し合うことがな
かったので、良い機会でした。

みんなの色々な感想や意見が聞けて、とても有意義でした。今の政策についても興味をもって、明るい将来
のために自分にできることをしていきたいと思いました。

移住者・若い世代の方々には、アイディアを面白がってもらえた。同席者の頭の柔らかさは非常に重要だと
感じました。

山口市の行政に参加できたような気がして嬉しかった。山口市の良い面を考える機会が普段ないので考える
良い機会となった。ありがとうございました。

山口市について考える機会があまりなかったので、いい機会でした。いい所、悪い所それぞれありました
が、山口市をもっと良い所になるように考えるきっかけになったので、とてもよい経験でした。ありがとう
ございました。

いろいろな立場の人から見た山口市の良い所や、こんな山口市になるといいなという所を知れておもしろ
かったです。自分がお年寄りや障がいのある人の立場になって考たことと、実際にその人たちが考えたこと
の違いも知ってみたいなと思いました。

山口市の良さについて再発見することができ、とても貴重な時間となりました。ありがとうございました。

今までは、他の市と比べて悪いところばかりを考えていましたが、良いところも多くあることに気付くこと
ができました。自分も山口市のために多く貢献したいなと思いました。

私の意見が市に生かされるように、私も生かしていきたいなと思いました。教師として、子どもと高齢者を
つなげられるような存在になりたいです。そして、もっと山口市について知っていきたいです。

山口市にとって何が必要か、どうすれば良いかが分かったので、これからの学びに役立てたいです。

山口市に住んでいて普段から思っていることを誰かと話し合うということはないので、とてもいい機会に
なったし、未来の山口を想像するのが楽しかったです！

まちづくりに興味のある学生と意見交換できたこと、また話の中で自分が山口で何をしたいかが明確になっ
たのでよかったです。ありがとうございました。
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楽しく仲間との意見交換ができ、関連がある話題を語ることができた。

大変ためになりました。

大変有意義だった。人口をいかに増加するかが発展のカギとなることがよく理解できた。税収大を…税収。

みなさんの意見を聞くことができて勉強になり、参加して良かったです。

初めて参加しまして、大変良い勉強をさせていただきました。

大変有意義な会議であった。これからも障がい者福祉向上のため頑張っていきたい。

初めて参加しましたが、こんな大きな問題を議論するのに時間が足りない。

自分には難しい話だったけれど、山口市のことがよく分かったのでよかったです。

自分とは違う意見をもっていて、改めて山口市のいいところを悪いところが分かりました。

山口市のことについて考えることがあまりなかったので、今日のこの会で少し考えることができました。

とても良かったです。参加できた事を嬉しく思います。私たちが今から10年後、ここにいるかどうかはまだ
分からないけれど、これからの山口の未来をみんなで考えることができました。中には、私が考えもしない
ような意見もあって、とても興味深かったです。ぜひまたこのような機会を作ってもらえたらいいです。

山口の良いところや改善ポイント、山口のその先のことなどを話せて、とっても良かった。

今日少しの時間ですが、地域開発についていろいろな発想が出ました。いい企画だと思います。

言いたいことを言えてよかったです。

思ったより賑やかな感じでおもしろかった。山口市を考える良い機会だったと思う。

山口市の課題を考えるいいきっかけになりました。自分にはなかったものを知れるのは、すごく刺激的なの
で自分の視野が広がった。

色んな意見が聞けて楽しかったです。
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５．総合計画策定に関する山口市議会一般質問

平成２８年第３回定例会 

【答弁】 

議会意見の反映につきましては、こうした策定の 各段階におきまし

て、議論や策定状況を議員の皆様方に御報告させていただく中での

御意見や、市議会での議論を計画策定に反映いたしてまいりたい

と考えております。（中略） 

現在の高校生や大学生は、第二次総合計画の期間中には社会を支え

る世代へとなってまいりますことから、未来懇話会を通じて本市の

魅力やまちづくりの考え方を伝え、本市のまちづくりの担い手とな

っていただけることを期待 するところでございます 

未来懇話会において出された御意見やまちづくりへの思いなどは、

山口市総合計画策定協議会や山口市総合計画策定本部における協議

や検討にしっかりと織り込みながら、計画策定に反映をいたしてま

いる 考えでございます。 

【答弁】 

第二次総合計画の策定におきましては、更新時期を迎える施設の整

備を進めるに当たり、一つには人口減少や高齢化が進む 中山間地域

などにおいて、健康づくりや介護予防、多世代交流といった健康福

祉の拠点づくり、すなわち地域の利便性を高める拠点づくりの方向

性の検討を進め、もう一つには都市部における地方定住の受け皿と

なる地域の拠点づくりとしての施設の複合化の方向性などについて

検討を進めてまいりたい と考えております。 

現在、想定されている計画策定のスケジュールにおいて、基本構想への議 

会の意見反映は可能か。「いっしょに創る未来懇話会」において、若い世

代に何を期待し、若者の意見をどのように反映させるか。 

次期総合計画の次なる１０年の挑戦として、都市部や農山村エリアといっ 

た地域の特性に応じた、定住実現につながる地域の拠点づくりを進めてい

く必要性を感じている。ワンストップ化や複合化などの集約により、多世

代が交流できる拠点施設の整備について伺う。 

現総合計画の策定及び執行状況を踏まえた上で、新たに導入される手法な 

どあればお示しをしてください。 
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  【答弁】 

策定におきましては、これまでの政策や取り組みを振り返り、検証

し、新たな都市づくりに向けての検討を深め、そして同時に人口減

少という時代の転換期において、いかにまちづくりの質──クオリ

ティーを高め、持続可能な市勢の発展をなし遂げていくのか、こう

した視点を踏まえ、大胆な挑戦を進めていかなければならない と考

えているところでございます。 

【答弁】 

第二次総合計画は、市民の皆様とともにつくる総合計画を目指して

おり、計画策定に当たりましては、市民意識調査やまちづくりアン

ケートなど従来の市民ニーズの把握手法に加え、いっしょに創る未

来懇話会を設置いたしまして、難病や障がい等を抱える御本人やそ

の御家族などを初め、障がい者団体、障がい者を支援する団体の方々

などにも直接お会いし、皆様の考える本市における共生社会のあり

方をお伺いする など、計画策定プロセスへの参加機会を確保してま

いることといたしております。 

平成２８年第４回定例会 

  【答弁】 

第二次 総合計画 におけるまちづくりの視点として、大内地域を初め、

宮野、吉敷、平川、大歳、阿知須地域など、主に居住系の用途地域

が指定されている地域は、引き続き、公園、道路、住宅政策などを

通じたエリアマネジメントにより、市街地の生活空間の質の向上を

図ることで人口を増加させることが可能となるようなプロジェクト

の検討 を、次なる１０年の挑戦として進めてまいりたい。 

 

第二次山口市総合計画の策定において、障がい者など社会的弱者から意 

見をどのように収集し、計画に反映されるのか伺う。 

大内地域の都市化が進み、地域の中心部が狭隘化している現状を踏まえ

ると、今後の都市政策、まちづくりの観点から山口農業試験場を早急に

県に移転を申し込むべきではないかと考えるがいかがか。 

次期総合計画において、１０年後の本市の将来像を描かれると思います

が、いわゆる抽象的な都市像ではなく、市民にもわかりやすい具体的な都

市像の明示が必要不可欠であると考えます。 
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  【答弁】 

第二次 総合計画 における本市の将来都市像につきましては、基本構

想に位置づけられますことから、市民の皆様の代表である議会の御

議決をいただくことで 本市が目指す将来都市像を市民の皆様と共

有し、将来都市像の実現に向けて地域社会全体で責任を担い、それ

ぞれが役割を果たしていく共通の指針とする ことといたしており

ます。 

 

  

 

 

 

 

  【答弁】 

第二次 総合計画 の計画期間は、平成３０年度から平成３９年度まで

の１０年間でございますが、まち・ひと・しごと創生総合戦略で展

望している平成７２年の目標値の達成につなげていくために、バッ

クキャストの手法も取り入れ、総合計画 としての目標値を設定いた

し、その達成に向けたプロジェクト等を展開していく必要がある

と考えております。（中略） 

今後こうしたプロジェクトの検討に加え、総合計画 における各政策

分野の施策や基本事業などにおける成果指標の見直しや新たな指標

の設定など検討を進めてまいります中でも、必要に応じてバックキ

ャストの手法を活用しながら、目指すべき姿を描き、理想とする目

標を設定いたしてまいりたい と存じます。 

 

 

 

 

【答弁】 

こうした第２回策定協議会の検討状況の報告を受けた中での私の総

合的な所感といたしましては、農山村を初めとした既存の地域資源

を徹底的に磨き直し、健康都市づくりや生涯活躍のまちなどにおけ

る施策展開において、積極的に活用する ことの重要性を改めて認識

いたしたところでございますし、磨き上げに際しましては、官民の

積極的な連携や基盤整備を通じまして、一定程度の経済効果を生み

次期総合計画策定における指標や目標の設定方法について、今後さらなる 

人口減少時代や高齢者増加の局面を迎える中では、山口市が１０年後にど

んな姿になってほしいのか、その理想となる姿を目標数値として設定し、

目標に向けた取り組みを進めるバックキャストの手法を新たな総合計画

における目標値の設定に利用するべきと考えますが、いかがでしょうか。 

 

第２回山口市総合計画策定協議会を経た現段階において、健康福祉及び教 

育・文化の２つの分野を中心に第二次山口市総合計画の方向づけについて

市長のお考えを伺う。 
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出すことが可能となるような施策の方向づけ も検討を進める必要

があると考えているところでございます。 

  

 

 

 

 

【答弁】 

今年度末に私を本部長とする 山口市 総合計画 策定本部において集

約する予定といたしておりま す。また、集約した内容に基づきまし

て、平成２９年５月ごろには策定本部におきまして、本市が目指す

将来像を含む基本構想と基本計画の骨子案をお示しさせていただき

たい と考えております。 

 

  

 

【答弁】 

次期財政運営健全化計画の策定につきましては、第二次 総合計画

を初め、次期の行政改革大綱や定員管理計画との整合を図りながら

進めることといたしており、次なる１０年への重点施策、具体的に

は今後予定しております 本庁舎の建替等の大型建設事業や新山口

駅北地区重点エリア整備による拠点施設の管理運営費などを新たに

反映した上で、第二次 総合計画 の計画期間である平成３９年度まで

の財政見通しを平成２９年度中にお示しいたしてまいりたい と考

えております。 

 

平成２８年第６回定例会 
 
 
  
 
 
  【答弁】 

対象者の拡大の御提案につきまして、第二次総合計画は、行政だけ

ではなく、地域社会全体が目標を共有する公共計画としての策定を

いたしてまいりますことから、議員御提案のとおり、策定過程にお

山口市総合計画策定協議会やいっしょに創る未来懇話会などの市民参画 

による組織体からの意見、地域づくり協議会などからの住民の意見、そし 

て執行部内での様々な意見、これら三者間の意見をどう集約し、成案化し 

ていこうとされているのか。 

 

山口市財政運営健全化計画の改訂版が、本年３月に発表されたが、第二次 

山口市総合計画にどう反映されるのか。 

 

現在、策定を進められる第二次山口市総合計画の策定において、市民意識 
調査をはじめ、山口市総合計画策定協議会、車座トーク２１、地域づくり 
計画の内容やいっしょに創る未来懇話会などにより、市民意識が測られて 
いるが、意見を伺う市民の対象をもっと広げられないだろうか。 
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いては、幅広く市民の皆様の声に耳を傾け、一緒に本市の未来を考

えてまいりたいと考えております。 
  
 
 
 
 
 
  【答弁】 

地域にはそれぞれの特性というものがございます。今おっしゃられ

たように、次の１０年に対する各地域の特性といいますか、そうい

ったものは十分、地域の方々からもお話を聞いて いるというような

ことも含めまして、十分意識して、これからも策定を進めていきた

いというふうに思っております。 

 

  
 
 
 
 
  【答弁】 

温泉資源の活用は、まちづくり戦略における住んでよし、訪れてよ

しの都市としての魅力向上を図るための重要な素材でございますこ

とから、既存の民間入浴施設や公共の温浴施設、コミュニティー施

設などの状況も踏まえつつ、湯田温泉エリアの機能や役割、グラン

ドデザインを考える中での次期山口市 総合計画 への検討材料の一

つとして活用してまいりたい と考えております。 

 

 

 

 

【答弁】 

現在の 総合計画 における周辺地域が元気になる取り組みを積極的

に進めますと同時に、第二次 総合計画 における次なる１０年の挑戦

として、地域住民による主体的な地域づくり体制の強化や日常的な

集落生活機能の維持を図りながら、農山村エリア等における人口の

第二次総合計画作成における基本姿勢について、２回目の質問をさせてい 
ただきます。国も、地方自治体の特性を生かした施策展開を求めておりま 
すことから、本市においても地域の特色を生かし、地域別に特化した施策 
の展開というものが求められるのではないかというふうに思いますが、こ 
のことについてお伺いする。 

本年３月に市では、湯田温泉の日帰り入浴施設に関するアンケート調査を 

実施されたと聞いております。その内容や集計結果はどのようなものだっ 

たのでしょうか、お尋ねいたします。また、この調査結果等を踏まえて、 

今後どのように活用していこうとお考えでしょうか。 

 

阿東、徳地、阿知須、秋穂の４地域核における地域の特色を生かした施策 

展開について、第二次山口市総合計画におけるその方向性を伺う。 
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転出抑制を目指していく方向性 を考えているところでございます。 

 

 

 

 

  【答弁】 

やまぐち地方創生１００プロジェクトにおける個別の取り組みにつ

きましては、再度第二次 総合計画 との整合性を図りながら、第二次

総合計画 の重点プロジェクトに反映をしてまいりたい と考えてい

るところでございます。とりわけ、生涯活躍のまち構想、ＣＯＣプ

ラス事業を初めとした大学生等の地元就職促進、連携中枢都市圏の

形成などといった総合戦略のもとで本格化してきたプロジェクトに

つきましても、第二次 総合計画 における位置づけをしっかりと検討

してまいりたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

  【答弁】 

日本遺産への登録は、本市あるいは圏域の文化や伝統が国内外から

注目される絶好の機会であり、観光振興と同時に、地域住民の誇り

と愛着などシビックプライドの醸成が期待されているところでござ

いますことから、本市におきましても 日本遺産の登録を目指した検

討をいたしてまいりたい と考えております 

日本遺産への単独申請をいたす場合、文化財保護のマスタープラン

に当たります歴史文化基本構想、または議員御提案の歴史的風致維

持向上計画を策定いたす必要がございます。基本構想策定に当たり

ましては、市内２１の全ての地域において、地域の皆様とのワーク

ショップ等を通じて、地域の文化財を幅広く的確に把握してまいり

たいと存じます。本構想は、平成２９年着手となりますことから、

本構想による文化財の活用につきましては、第二次 総合計画、ある

いは関連する部門計画に位置づけてまいりたいと考えております。 

（中略） 

「山口市まち・ひと・しごと創生総合戦略」による取組みを「第二次山口 

市総合計画」にどのようにつなげていくのかを伺う。 

 

第二次山口市総合計画において、次の３点をぜひ検討していただきたい。 

まず１つ目は、日本遺産への登録を目指すことを、次期山口市総合計画の 

目標に位置づけ、文化施策の取り組みの方向性として明確にすべきではな 

いか。次に、歴史的風致維持向上計画の認定を受け、環境整備に活用して 

はどうか３点目は、ユネスコ創造都市ネットワークへの加盟を目指しては 

どうか。 
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第二次 総合計画 におきましては、ＹＣＡＭが有する創造性とネット

ワークなどを、本市の地域振興や産業振興、観光振興、さらには教

育普及活動などに対してさらに活用するなど、新たな創造につなげ

ていくことが、まちの価値の向上につながっていくものと考えてお

りますことから、第二次 総合計画 の策定の中で必要な検討を進めて

まいりたい。 

  

 

 

 

 

  【答弁】 

本市は線引きがなされていないために、郊外スプロールが進んでい

る現状があり、そのために 第二次 総合計画 においては郊外スプロ

ールを抑制し、コンパクトなまちづくりを進めていくことを明記す

べき との御意見がございました。また、山口・小郡両都市核のそれ

ぞれの役割を明記する必要 性と、中心市街地や大内文化ゾーンにつ

いては、単に事業内容を列記するのではなく、どのような社会基盤

を導入していくのかというビジョンを示す必要 があるなどの御意

見もいただいた。 

また、公共空間を市民や民間事業者に積極的に開放 することで、新

たなにぎわいの創出や経済活動の創出、さらには周辺住宅エリアの

価値向上が図られるとの御提案をいただいた。 

 

平成２９年第１回定例会 
 
 

 

 

   【答弁】 

そこで、第二次総合計画におきましても、現在のまちづくりの基本

的な方向性を踏まえながら、多くの市民に覚えていただける将来都

市像の案を、新たにお示ししたい と考えているところでございます。 

 そして、「これが私の故里だ」と多くの市民が感じ、都市部と農

山村が調和した、多世代が互いに共感し、自然・歴史・文化など今

あるものを活かしながら持続的に成長していくという価値観の共有

のもとで、暮らしに豊かさがあふれる本市の将来都市像を描いてま

第３回の策定協議会の協議を踏まえた上で、大変重要な分野になります都 

市整備分野における都市構造や山口都市核、小郡都市核づくりの方向性を 

どのように次期総合計画に位置づけられるのか、市長の御所見をお伺いい 

たします。 

 

第４回策定協議会を経て、現時点における新たな将来都市像について、ど

うお考えか。平成３１年度以降に懸念される財源不足が生じる見通しにな

っているが、その対応についても伺う。 
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いりたいと考えております。 

これまで、将来の財政需要に備え、現在の財政運営健全化計画のも

とで、計画的に積み立てを行ってきました 財政調整基金や、減債基

金などの特定目的基金の活用を想定いたしている ところでござい

ます。また、今後、新たな財政運営健全化計画のもとで、引き続き、

内部管理事務経費等の抑制などによる歳出の削減や、市税の徴収率

向上、市有財産の有効活用などによる歳入の確保策などを進めてま

いりたい と考えているところでございます。 
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６．市民意識調査結果概要＜抜粋＞ 

（全編は、第１回山口市総合計画策定協議会「資料３」にて配布済） 

１） 調査概要

（１）調査の目的

 山口市は、平成１９年１１月に『山口市総合計画』を策定し、１０年後のめざすまちの姿「ひと、ま

ち、歴史と自然が輝く交流と創造のまち 山口」の実現に向け、諸施策に取り組んでいるところである。 

次期総合計画の策定を平成３０年に控え、本格的な人口減少時代や高齢社会の到来、経済のグローバ

ル化など、本市を取り巻く環境は大きく変化している。

こうした状況を踏まえ、『市民意識調査』を次期計画策定にあたっての基礎資料とするために実施した

もので、将来的な行政ニーズやこれからの市民意識がどこに向かおうとしているのかを把握することを

主な目的としている。 

（２）調査対象者

  山口市内に在住する１８歳以上の市民約５，０００人（無作為抽出） 

（３）調査方法

郵送方式・本人記入 

（４）調査期間

平成２７年９月８日（火）から９月３０日（水）まで

（５）調査項目（全１２問（２８項目））

①回答者の属性

②生活形態（充足度）

③地域・市の満足度

④誇れる地域資源

⑤今後のまちづくりについて

⑥現状の市民意識

⑦人口減少・高齢社会について

⑧総合計画の現状満足度

（６）回収結果

総配布数 ５，０３７人 

回収数 ２，５７３人 

回収率 ５１．１％ 
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２）集計結果（一部抜粋）

（１）回答者属性

①性別（ｎ=2,573） ②年代別（ｎ=2,573）

③居住年数別（ｎ=2,573） ④居住理由（ｎ=2,623）

１０歳代

1.3% ２０歳代

6.6% 

３０歳代

11.9% 

４０歳代

14.5% 

５０歳代

15.1% 

６０歳～６４歳

8.6% 

６５歳～６９歳

12.1% 

７０歳～７４歳

10.1% 

７５歳以上

18.3% 

無回答

1.6% 

男

40.1% 

女

57.3% 

無回答

2.6% 

もともと山口市

で生まれた

40.1% 

自分または家族

の転勤のため

16.1% 就職のため

7.5% 

結婚のため

15.6% 

入学・進学のた

め

2.0% 

定年退職(老後）

のため

2.7% 

家族・親族と同

居または近くに

住むため

8.1% 

通勤・通学が便

利なため

2.5% 

その他

4.1% 

無回答

1.3% 

１年未満

1.7% 
１年～５年未

満

6.3% 
５年～１０年

未満

6.0% 
１０年～２０

年未満

12.5% 

２０年以上

72.3% 

無回答

1.2% 
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（２）食料品、日用雑貨などの買い物場所 

食料品、日用雑貨などの買い物場所については、「お住まいの地域内」が６８．５％と最も高い値を示

し、続いて「市内の他地域」が２３．２％となっている。 
地域別では「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、大内の９５．１％、小郡の８７．４％、

平川の８３．８％など、「県内他市町」で高い数値を示しているのが、徳地の３１．０％、阿知須の２２．

６％、佐山の２０．０％などとなっている。 
年齢別では「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、７５歳以上の７７．１％２０歳代の

７２．４％となっている。また「県内他市町」で高い数値を示しているのが、５０歳代の６．７％、４

０歳代の５．９％となっている。         
 

 
 

（３）通院医療機関の所在地 

通院医療機関の所在地については、「お住まいの地域内」が５９．０％と最も高い値を示し、続いて「市

内の他地域」が２９．０％となっている。 

地域別では「お住まいの地域内」で高い数値を示しているのが、小郡の８４．６％、湯田の７４．８％、

大内の７０．８％など、「県内他市町」で高い数値を示しているのが、徳地の７４．０％、秋穂の２９．

６％、阿知須の２６．１％などとなっている。 
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（４）買物や通勤の際の交通手段 

全体では、１位が「自家用車（バイクを含む）」の８１．７％、続いて「自転車」の７．０％、「バス」

の３．１％、「徒歩」の２．４％、「タクシー」の２．２％、「鉄道」の０．４％、「その他」の０．４％

となっている。  

年齢別では、１０歳代の「自転車」（５１．５％）、「徒歩」（６．１％）が他の年齢に比べて高くなっ

ており、７５歳代以上の「バス｣（１１．０％）、「タクシー｣（９．３％）が他の年齢区分に比べて高く

なっている。 

 

 

（５）山口市で暮らす上で評価していること 

「山口市で暮らす上で評価していることを、３つまで選んでください」の設問に対する回答として多

かったのが、１位が「地震が少ない」で４７．５％、２位が「静かで落ち着いた雰囲気を持っている」

で３９．６％、続いて「犯罪が少なく治安がよい」が３０．６％、「海や山などの自然に恵まれている」

が２６．５％、「道路や駐車場が整備され自動車の移動に便利である」が２２．５％、となっている。 
年齢別では、「地震が少ない｣が１０歳代、４０歳代以上で１位、「静かで落ち着いた雰囲気を持ってい

る｣が２０歳代、３０歳代で１位となっている。       
 

  

自家用車（バ

イクを含む） 
82% 

バス 
3% 

鉄道 
0% 

タクシー 
2% 

自転車 
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徒歩 
3% 

その他 
0% 無回答 
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（６）山口市の地域資源（３つまで選択） 

 全国に誇れる山口市の地域資源については、最も多いのが「国宝『瑠璃光寺五重塔』・大内文化」で５

６．１％、次いで「ＳＬ『やまぐち』号」で４０．７％、続いて「海や山など豊かな自然」で３０．５％、

「湯田温泉」が２７．１％、「パークロードをはじめとした美しい道路」が２６．２％、「明治維新の関

連史跡」が２５．６％、「農林水産物などの特産品」が２３．３％となっている。 
 年齢別では、「ＳＬ『やまぐち』号」が３０歳代以下で１位、「国宝『瑠璃光寺五重塔』・大内文化」が

４０歳以上で１位となっている。 
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（７）今後のまちづくりに必要なこと（３つまで選択） 

「今後のまちづくりに必要と思われること」についての回答は、最も多いのが「高度な医療や福祉サ

ービスが充実したまち」で４２．３％、次いで「治安がよく安心して暮らせるまち」で３２．６％、続

いて「産業が盛んで働く場所が充実したまち」で２９．３％、「だれでも市内を自由に移動できる交通利

便性の高いまち」が２８．３％、「防災対策や浸水対策が強化され安心して暮らせるまち」が２６．８％、

「子育てしやすい環境が整備されたまち」が２３．５％となっている。 
年齢別では、「高度な医療や福祉サービスが充実したまち」が４０歳以上で１位、「子育てしやすい環

境が整備されたまち」が３０歳代で１位、「だれでも市内を自由に移動できる交通利便性の高いまち」が

２０歳代以下で１位となっている。「お店や娯楽施設が豊富で、夜でもにぎやかさのあるまち」が２０歳

代で１位（２０歳代は上位２項目が同率）となっている。     
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（８）山口市が目指すまちの姿（記述回答） 

「山口市が目指すまちの姿」についての記述意見は、全体で１，５６１人の記載があり記載者割合は

６０．７％となっている。 
意見は、下表のとおり、前述の「今後のまちづくりに必要なこと」の設問区分に分類し、複数分野に

わたる意見は「まちづくり全般」として分類した。その他、どの区分にも属さない意見については、「そ

の他」として分類した。      
最も多いのが、「まちづくり全般」で３６５件、次いで「産業が盛んで働く場所が充実したまち」が２

４６件、「交通利便性の高いまち」が２１７件、「高度な医療や福祉サービスが充実しまち」が１４５件、

「子育てしやすい環境が整備されたまち」が１２６件などとなっている。   
     

 

  

意見件数

　　　１．安心して教育を受けられる環境が整備されたまち 29

　　　２．まちなみや景観が美しいまち 25

　　　３．歴史・伝統・芸術・文化を大切にするまち 51

　　　４．観光交流が盛んなまち 51

　　　５．スポーツに親しむ環境が整備されたまち 15

　　　６．高度な医療や福祉サービスが充実したまち 145

　　　７．子育てしやすい環境が整備されたまち 126

　　　８．産業が盛んで働く場所が充実したまち 245

　　　９．だれでも市内を自由に移動できる交通利便性の高いまち 217

　　１０．人々のふれあいやコミュニティ活動が盛んで温かいまち 76

　　１１．身近に自然を感じることのできるまち 29

　　１２．個性を尊重し多様なライフスタイルが実現できるまち 18

　　１３．防災対策や浸水対策が強化され安心して暮らせるまち 93

　　１４．治安がよく安心して暮らせるまち 80

　　１５．お店や娯楽施設が豊富で、夜でもにぎやかさのあるまち 115

　　１６．まちづくり全般 365

　　１７．その他 34

1,714

区分

合 計
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（９）人口減少や高齢社会の歯止めをかけるのに必要な取り組み（３つまで選択） 

「人口減少や高齢社会の歯止めをかけるのに必要な取り組み」についての回答は、最も多いのが「若

い世代の就職支援」で５３．４％、次いで「保育所整備など子育て支援の充実」で３７．０％、続いて

「正規雇用化の推進など雇用対策」が３２．２％、「医療・介護・福祉サービスなど高齢者移住の受入体

制の整備」が２９．０％、「企業誘致」が２８．４％となっている。 
男女別では、「企業誘致」が男性３１．１％に対して女性２６．５％、「地場産業・中小企業の競争力

強化」が男性１８．７％に対して女性１１．７％と、男性のポイントが高くなっている。 
年齢別では、「若い世代の就職支援」が３０歳代を除く年齢区分で１位となっている。 ３ ０ 歳 代 は

「保育所整備など子育て支援の充実」が１位となっている。     
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

 １ 支えあい健やかな暮らしのできるまち 

 ２ いきいきと子どもが育ち、人がよりよく生きる、

文化をはぐくむまち 

 ３ 安心・安全な暮らしのできるまち 

 ４ 自然環境と調和した暮らしのできるまち 

 ５ 機能的な都市基盤が整い、発展していくまち 

 ６ 市民生活を支え、地域の活力を生む産業のまち 

 ７ ともに力をあわせてつくるまち 

 ８ 市民の信頼に応える行政経営 

満足している やや満足している どちらとも言えない やや不満である 不満である 無回答 

（１０）山口市のまちづくりに対する満足度 

分野ごとに「山口市が取り組んでいるまちづくりについて、どのくらい現状に満足されていますか」

と尋ねたところ、「満足している」「やや満足している」の割合が高い分野は「自然環境と調和した暮ら

しのできるまち」（６２．３％）が最も高く、次いで「安心・安全な暮らしのできるまち」（５２．９％）

が高くなっている。 
一方「市民生活を支え、地域の活力を生む産業のまち」（１５．９％）や「市民の信頼に応える行政経

営」（２４．１％）は低くなっている。 
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